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　  被保険者
（75歳以上の
　　高齢者等）

医療機関等

診療

被保険者証の提示・
医療費の一部負担

被保険者証の交付
 （市町村経由）

情報提供・徴収
保険料の納付

広域連合市町村

医
療
費
請
求

医
療
費
支
払

各
種
届
出
・
申
請
・
保
険
料
の
納
入

被
保
険
者
証
の
引
渡
し

資
格
の
認
定
と
管
理

保
険
料
の
決
定
と
賦
課

【詳細サイト】http://www.kouikirengo-osaka.jp/
【問合せ】生活福祉課または大阪府後期高齢者医療広域連合（☎06-4790-2028）

平成20年４月スタート平成20年４月スタート

後期高齢者医療制度が始まります後期高齢者医療制度が始まります後期高齢者医療制度が始まります

制
度
の
概
要

　
医
療
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
超
高
齢
化
社
会
を
展
望
し
た
新

た
な
医
療
保
険
制
度
体
系
を
実
現
す
る
た
め
、「
老
人
保
健
法
」が「
高

齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
正
さ
れ
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
、
新
た
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
は
65
歳
）
以
上
の
方

は
、
国
民
健
康
保
険
等
の
各
医
療
保
険
に
加
入
し
な
が
ら
、「
老
人

保
健
制
度
」
で
医
療
給
付
等
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
医
療
保
険
の
被
保
険
者
か
ら
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
へ
と
移
行
し
、
医
療
給
付
等
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◇◇後期高齢者医療広域連合◇◇
　新たなこの医療制度では、都道府県ごとに

全ての市町村が加入して設置する「後期高齢

者医療広域連合」が事務（被保険者の資格認

定・管理、保険料の決定・賦課、各種医療給

付、保健事業の実施など）を行います。なお、

保険料の徴収と各種届出・申請受付等の窓口

業務については、市町村が行います。

̶住所地特例̶
　被保険者が他の都道府県に住所を移したと

きは、原則として、転居先の都道府県後期高

齢者医療広域連合の被保険者となります。た

だし、福祉施設への入所や長期入院等の事情

により他の都道府県に住所を移す場合、引続

き、住所を移す前の都道府県後期高齢者医療

広域連合の被保険者となります。

①
大
阪
府
内
の
市
町
村
に
住
所
を
有

す
る
75
歳
以
上
の
全
て
の
方

②
大
阪
府
内
の
市
町
村
に
住
所
を
有

す
る
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
た
方

（
現
行
の
老
人
保
健
制
度
で
既
に
障

害
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
引
続

き
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
障
害
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み

な
さ
れ
、
各
医
療
保
険
か
ら
自
動
的

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
と
し
て
移
行
さ
れ
ま
す
）

③
他
の
都
道
府
県
の
被
保
険
者
資
格

を
有
す
る
方
が
大
阪
府
内
の
市
町
村

に
転
入
し
た
と
き
（
住
所
地
特
例
を

除
く
）

　

生
活
保
護
受
給
者
に
つ
い
て
は
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
の
支

給
が
あ
る
た
め
、
生
活
保
護
受
給
期

間
中
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
●
被
保
険
者
と
な
る
方

　
●
被
保
険
者
証

◆
被
保
険
者
に
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
専
用
の
被
保
険
者
証
を
お
１
人
に

１
枚
ず
つ
交
付
し
ま
す

◆
被
保
険
者
証
は
、
制
度
施
行
当
初

に
被
保
険
者
と
な
る
方
々
へ
は
、
平

成
20
年
３
月
頃
に
一
斉
に
郵
送
し
ま

す
。
ま
た
、
制
度
施
行
後
は
、
有
効

期
間
が
満
了
し
た
と
き
や
新
た
に
被

保
険
者
資
格
を
取
得
さ
れ
た
際
に
、

随
時
交
付
し
ま
す
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●
保
険
料

　
●
医
療
給
付

市役所の電話番号は、
072-483-0001 ㈹　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

Ｑ . 後期高齢者とはどういう意味ですか？
Ａ.75歳以上の高齢者を後期高齢者といいます。また、
65～ 74 歳までを前期高齢者といいます。
Ｑ . 広域連合とはどんな組織ですか？
Ａ . 広域連合は、多様な広域行政需要に適切かつ効率
的に対応するため、平成７年６月に地方自治
法で制度化された特別地方公共団体で、市町
村と同様に議会や監査委員等の行政委員（会）
も設置しています。
　後期高齢者医療制度では、財政運営の広域
化と安定化を図るため、都道府県ごとに全て
の市町村が加入する後期高齢者医療広域連合
が運営主体となります。
Ｑ . 後期高齢者医療に移行する際に、手続き
が必要ですか？
Ａ . 現行の老人保健制度に該当する方は、平
成 20年４月１日の制度施行と同時に自動的
に資格を取得します。
　制度施行後は、75歳の誕生日当日から自
動的に資格を取得します。また、65歳以上
75歳未満の方で一定の障害がある方は、届出により
認められた場合に資格を取得することになります。
　また、他の都道府県で資格を有されている方が大阪
府内に転入されたときは、市役所窓口で転入手続をす
ることにより、資格を取得します。

Ｑ . 現行の老人保健制度とどう違うのですか？
Ａ . ①被保険者証…これまで医療機関等で治療を受け
られる際は、国保等加入保険の被保険者証と老人保健
医療受給者証の両方の提示が必要でしたが、新制度で
は、後期高齢者医療専用の被保険者証１枚を提示いた

だきます。
②医療費の自己負担…現行の老人保健制度と
同じです。医療機関等で医療費の１割（現役
並み所得者は３割）を負担していただきます。
③保険料…大阪府後期高齢者医療広域連合が
定める保険料を納めることになります。これ
まで被用者保険の被扶養者として保険料負担
のなかった方についても、一定の保険料負担
が発生します。なお、原則として保険料は年
金からの天引き（特別徴収）となります。
Ｑ . 保険料を滞納するとどうなるのですか？
Ａ . 政令で定める “納付困難な特別な事情”
がなく保険料を滞納した場合は、有効期間の
短い「短期被保険者証」が発行されたり、一
定期間滞納が続いたときは、被保険者証を返

還していただき、代わりに「被保険者資格証明書」が
交付される場合があります。資格証明書により医療機
関等で受診されますと、一旦、全額自己負担になりま
すので、保険料の納付が困難なときは、泉南市生活福
祉課で納付相談をしてください。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ

◆
医
療
機
関
等
で
病
気
や
け
が
の
治

療
を
受
け
る
際
は
、
現
行
の
老
人
保

健
制
度
と
同
様
、
医
療
機
関
等
で
医

療
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

一
部
負
担
の
割
合
＝
１
割
（
た
だ
し
、

現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

◆
療
養
の
給
付
の
ほ
か
、
入
院
時
食

事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、

保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪

問
看
護
療
養
費
、
特
別
療
養
費
、
移

送
費
、
高
額
療
養
費
、
高
額
介
護
合

算
療
養
費
、
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
す

◆
被
保
険
者
は
、
加
入
し
て
い
た
各

医
療
保
険
に
替
わ
り
、
後
期
高
齢
者

医
療
給
付
等
に
必
要
な
経
費
に
充
て

る
た
め
、
保
険
料
を
納
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
率
は
、

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
区
域
（
府
内
全
市
町
村
）
内
で
は

均
一
と
な
る
よ
う
設
定
し
ま
す

◆
保
険
料
は
、
介
護
保
険
制
度
と
同

様
に
被
保
険
者
１
人
ひ
と
り
に
対
し

て
算
定
・
賦
課
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
率
及
び
賦
課
限
度
額
は
、
国

の
算
定
基
準
に
基
づ
き
、
大
阪
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
議
会

（
11
月
予
定
）
に
お
い
て
、
条
例
で

定
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
＝
応
益
割
＋
応
能
割

◆
保
険
料
の
内
訳
は
、
応
益
割
（
被

保
険
者
均
等
割
部
分
）と
応
能
割（
所

得
比
例
部
分
）
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
応
能
割
の
算
定
対
象
所
得
は
、

「
総
所
得
金
額
等
の
合
計
か
ら
基
礎

控
除
額
33
万
円
を
控
除
し
た
額
」
を

基
準
と
し
ま
す

◆
原
則
と
し
て
、
年
額
18
万
円
以
上

の
年
金
受
給
者
は
年
金
か
ら
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額

が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る

場
合
は
特
別
徴
収
は
さ
れ
ま
せ
ん

◆
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

や
、
事
情
に
よ
り
特
別
徴
収
さ
れ
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
や
銀

行
振
込
等
の
方
法
に
よ
り
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

̶

保
険
料
の
軽
減
措
置̶

◆
低
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の

所
得
水
準
に
応
じ
保
険
料
の
応
益
割

部
分
を
軽
減
し
ま
す

◆
こ
れ
ま
で
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
と
し
て
、
保
険
料
負
担
の
な
か
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
激
変
緩
和
の
観

点
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
た
と
き
か
ら
２
年
間
、
保
険
料

の
応
益
割
部
分
に
つ
い
て
５
割
軽
減

し
ま
す
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平
成
19
年
10
月
1
日
現
在
で

「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
全
国
の
約
45
万
世
帯

に
住
む
15
歳
以
上
の
世
帯
員
約
100

万
人
を
対
象
に
行
う
大
規
模
な
統

計
調
査
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
就
業

に
関
す
る
詳
し
い
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の

調
査
結
果
は
、

国
や
都
道
府

県
に
お
け
る
雇
用
政
策
、
経
済
政

策
な
ど
の
各
種
行
政
施
策
立
案
・

学
術
研
究
の
た
め
、
利
用
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
統
計
調
査
で
知
り
得

た
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統

計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は

調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。 

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
↓
市
の
ご
案
内
↓
人
口
・

統
計 

【
問
合
せ
】
総
務
課

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

第
５
回
泉
南〝
楽が
っ
〞会か
い　

郷
土
泉
州

に
ま
つ
わ
る

歴
史
小
説

「
茅ち
ぬ
の
み
や

渟
宮
の

衣そ
と
お
り
ひ
め

通
姫
」
の

一
人
芝
居
を

含
む
三
部
構

成
で
す
。 

【
と
き
】
11
月
18
日
㈰

午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
開
演

（
約
２
時
間
） 

【
と
こ
ろ
】
文
化
ホ

ー
ル 

【
定
員
】
450
名 

【
入
場
料
】
無
料 

【
内
容
】
総
合
司
会
／
湯ゆ
ふ
ね舟

郁か

ほ帆
▽
第
１
部
＝
マ
ン
ド
リ
ン
演

奏
／
三み
よ
し好
貞さ
だ
お夫
と
マ
ン
ド
リ
ン
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
る
か
▽
第
２

部
＝
衣
通
姫
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々

／
松ま
つ
だ田
秀し
ゅ
う
い
つ逸
▽
第
３
部
＝
ひ
と

り
芝
居
「
衣
通
姫
」
／
脚
本
・
演

出
・
役
者
は
源
み
な
も
と

一か
ず
め女
（
本
名
・

上う
え
の
や
ま

之
山
幸さ
ち
よ代
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
11
月
16
日

㈮
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

E
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
を
記
入

の
上
、〒
５
９
０
・
０
５
９
２
（
住

所
不
要
）
泉
南
市
生
涯
学
習
課
へ

（
FAX　
483
・
７
３
０
６
／e-m

ail:sy

ou
g
ai@
city
.sen
n
an
.lg
.jp

）

　

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
、

10
月
31
日
㈬
が
有
効
期
限
で
す
。

　

11
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い

保
険
証
を
10
月
下
旬
に
配
達
記
録

郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
集
金
に
よ

る
納
付
の
方
は
、
集
金
人
が
10
月

納
期
分
の
集
金
時
に
持
参
し
ま

す
。
保
険
証
の
記
載
内
容
に
間
違

い
が
あ
っ
た
り
、
届
か
な
い
場
合

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
自
分
は
違
う
保
険
証
を
使
っ
て

い
る
の
に
、
国
保
か
ら
も
保
険
証

が
来
た
」
等
の
場
合
は
、
早
め
に

脱
退
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  

保
険
税
の
滞
納
を
続
け
て
い
る

方
は
、
納
付
計
画
（
分
割
等
）
を

た
て
た
上
で
の
更
新
と
な
り
ま

す
。
納
付
相
談
は
該
当
す
る
方
に

は
10
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
が
、

指
定
日
に
限
ら
ず
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
指
定
日
以
降
に
ご
来
庁
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
月
10
日
（
土
日
祝
日

の
場
合
は
翌
執
務
日
）
に
夜
間
相

談
窓
口
（
午
後
５
時
45
分
〜
８
時
）

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
更
新
で
は
、
平
成
20
年

４
月
１
日
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
創
設
や
、
前
期
高

齢
者
の
対
象
年
齢
が
65
歳
か
ら
74

歳
ま
で
に
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
退

職
者
医
療
制
度
が
段
階
的
に
廃
止

さ
れ
る
等
の
医
療
制
度
改
革
に
伴

い
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
に

は
そ
の
有
効
期
限
ま
で
に
再
度
新

し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
↓
福
祉
・
健
康
↓
医
療

【
問
合
せ
】
国
民
健
康
保
険
課

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
時
期
で
す

  

　

第
16
回
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ

ン
へ
の
優
先
出
場
権
が
獲
得
で
き

る
大
会
で
す
。

【
と
き
】11
月
３
日
㈷（
小
雨
決
行
）

午
前
８
時
40
分
〜
９
時
５
分
受
付

【
集
合
場
所
】
り
ん
く
う
体
育
館

（
大
阪
府
南
部
広
域
防
災
拠
点
）

【
コ
ー
ス
】
り
ん
く
う
南
浜
周
辺

【
対
象
】
泉
南
地
区
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方

【
種
目
】
▽
小
学
生
の
部
（
高
学

年
５
〜
６
年
生
）
＝
男
子
・
女
子

と
も
２
㎞

▽
中
学
生
の
部
＝
男
子
３
㎞
・
女

子
２
㎞

▽
一
般
の
部
＝
男
子
・
女
子
と
も

８
㎞

▽
壮
年
の
部
（
40
歳
以
上
）
＝
男

子
３
㎞
・
女
子
２
㎞

▽
学
童
の
部
（
小
学
生
）、
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
部
（
保
護
者
と
小
学

生
）、シ
ル
バ
ー
の
部
（
60
歳
以
上
）

＝
１
㎞

【
参
加
費
】
一
般
、
壮
年
の
部
は

150
円
（
そ
の
他
は
無
料
）

【
そ
の
他
】
学
童
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

シ
ル
バ
ー
の
部
は
オ
ー
プ
ン
種
目

で
表
彰
な
し

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
10
月
８
日

㈷
ま
で
に
（
月
曜
午
後
、
火
曜
日

は
休
館
）
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
市
民
体
育
館
へ

第
23
回

泉
南
市
り
ん
く
う

　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会

Topics
新着ニュース

【
売
払
用
地
】
▽
所
在
地
／
泉

南
市
男
里
七
丁
目
１
３
１
３
・
７

番
地
▽
地
目
／
宅
地
▽
面
積
／

７
９
５
・
８
９
㎡
▽
用
途
地
域
／

準
工
業
地
域 

【
申
込
書
】
10
月
22
日
㈪
〜
11
月

９
日
㈮
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）
の
期
間
に
総

務
課
で
入
札
要
領
・
申
込
様
式
一

式
を
配
布
（
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
） 

【
売
払
先
】
11
月
16
日
㈮
に
決
定

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
↓
暮
ら
し･

環
境

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
11
月
５
日

㈪
〜
９
日
㈮
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）
の
期
間
に
総
務
課
へ

泉
南
市
の
所
有
地
を

一
般
競
争
入
札
方
式
で
売
却
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新着ニュース
Topics

市役所の電話番号は、
072-483-0001 ㈹　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

　

泉
南
市
農
業
公
園
花
咲
き
フ
ァ

ー
ム
で
は
コ
ス
モ
ス
が
見
ご
ろ
を

迎
え
て
い
ま
す
。 

【
期
間
】
10
月
９
日
㈫
〜
21
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分 

【
と
こ
ろ
】
泉
南
市
農
業
公
園
花

咲
き
フ
ァ
ー
ム

【
入
園
料
】
無
料 

【
そ
の
他
】
期
間
中
の
閉
園
日
は

あ
り
ま
せ
ん

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
↓
ビ
ジ
ネ
ス
・
労
働
・
ま

ち
づ
く
り
↓
道
路
・
公
園

【
問
合
せ
】
農
林
水
産
課 

２
０
０
７
泉
南
オ
ア
シ
ス
・
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
と
き
】
10
月
20
日
㈯
午
後
１
時

〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
泉
南
市
農
業
公
園
花

咲
き
フ
ァ
ー
ム

【
テ
ー
マ
】「
た
め
池
を
き
れ
い

に
し
て
都
市
の
オ
ア
シ
ス
に
し
よ

う
！
」

【
予
定
内
容
】
た
め
池
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
、
農
産
物
の
即
売
会
、

コ
ス
モ
ス
の
摘
取
り
、
サ
ツ
マ
芋

掘
り
体
験
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

会
等

【
そ
の
他
】
来
園
者
に
は
オ
ア
シ

ス
グ
ッ
ズ
を
進
呈
（
数
に
限
り
あ

り
） 

【
問
合
せ
】
大
阪
府
泉
州
農
と
緑

の
総
合
事
務
所
地
域
政
策
室
（
☎

439
・
３
６
０
１
）

泉
南
市
農
業
公
園

花
咲
き
フ
ァ
ー
ム
〜
花
だ
よ
り
〜

　

８
月
31
日
に
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
大
阪
り
ん
く
う
様
か
ら
子
ど

も
の
安
全
確

保
の
た
め
、

車
載
ス
ピ
ー

カ
ー
一
式
と

子
ど
も
の
安

全
を
呼
び
か

け
る
テ
ー
プ

を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
テ

ー
プ
の
吹
き
込
み
は
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
大
阪
り
ん
く
う
様
の
会

員
の
方
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
こ
の

寄
贈
を
受
け
、
子
ど
も
の
危
険
を

未
然
に
防
止
し
、
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル

を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

　

ご
芳
志
に
対
し
ま
し
て
紙
上
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
車
両
放
送

設
備
と
啓
発
テ
ー
プ
寄
贈

　

８
月
22
日
、
日
限
寺
地
蔵
尊
信

者
一
同
様
か
ら
、
泉
南
市
福
祉
行

政
に
対
し
282
万
727
円
を
、
新
潟
県

中
越
沖
地
震
の
被
災
者
の
皆
様
に

30
万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ご
芳
志
に

対
し
ま
し
て

紙
上
よ
り
厚

く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
福
祉
課

ご
寄
付
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

本
市
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
の
平
成
18
年
度
の
運

用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

情
報
公
開
の
請
求
及
び
申
し
出

は
26
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

全
部
公
開
が
19
件
、
一
部
公
開
が

５
件
、
文
書
不
存
在
が
１
件
、
取
下

げ
が
１
件
で
、
非
公
開
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
な
お
情
報
公
開
の
決
定

事
項
に
つ
い
て
、
不
服
申
し
立
て
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

自
己
情
報
の
開
示
請
求
に
つ
い
て

は
、請
求
件
数
が
４
件
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
全
部
開
示
が
２
件
、
一
部

開
示
が
２
件
、
文
書
不
存
在
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
な
お
不
服
申
し

立
て
は
１
件
あ
り
ま
し
た
。

　

制
度
運
用
状
況
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
↓
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護

【
問
合
せ
】
情
報
管
理
課

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保

護
制
度
平
成
18
年
度
運
用
状
況

　

個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
に

よ
り
市
民
の
皆
様
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

た
に
取
扱
い
が
開
始
さ
れ
た
事
務

等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
取
扱
を
開
始
し
た
個
人
情
報
取

扱
事
務
の
名
称
・
担
当
課
】
市

付
属
機
関
委
員
に
関
す
る
調
査
事

務
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
委

員
市
民
公
募
選
考
に
関
す
る
事
務

（
行
財
政
改
革
推
進
室
）、
広
報
せ

ん
な
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
取

扱
事
務
（
情
報
管
理
課
）、
鳥
獣
の

捕
獲
な
ど
の
許
可
及
び
飼
養
の
登

録
等
に
係
る
事
務
（
農
林
水
産
課
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
↓
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護

【
問
合
せ
】
情
報
管
理
課

守
ら
れ
て
い
ま
す
！

あ
な
た
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
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★
問
合
せ　
高
齢
障
害
介
護
課 

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
↓
福
祉
・
健
康
↓
福
祉

高
齢
者
の
方
に
敬
老
祝
品
を
贈
呈 

　

高
齢
者
の
方
々
の
長
寿
を
祝
福

し
、
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
敬
老
祝
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

【
対
象
】
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

継
続
し
て
泉
南
市
に
居
住
し
、
９
月

15
日
現
在
、
次
の
①
〜
③
の
満
年
齢

の
方 

【
対
象
年
齢
】
①
明
治
40
年
９
月
16

日
〜
明
治
41
年
９
月
15
日
生
（
満
99

歳
）
②
大
正
７
年
９
月
16
日
〜
大
正

８
年
９
月
15
日
生
（
満
88
歳
）
③
昭

和
４
年
９
月
16
日
〜
昭
和
５
年
９
月

15
日
生
（
満
77
歳
） 

【
そ
の
他
】
対
象
者
の
方
に
は
11
月

初
旬
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す

高
齢
者
や
重
度
障
害
者
等
の

在
宅
配
食
サ
ー
ビ
ス　

　

食
事
の
調
理
が
困
難
な
在
宅
の
高

齢
者
（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
や
重

度
障
害
者
等
に
対
し
て
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
に
配
慮
し
た
昼
食
を
週
３
回
訪

問
に
よ
り
１
食
400
円
で
提
供
し
、
安

否
確
認
を
行
う
高
齢
者
等
の
在
宅
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
単
身
高
齢
者
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
、
単
身
の
重
度
障
害
者
、

重
度
障
害
者
の
み
の
世
帯
な
ど

【
試
食
】
利
用
を
お
考
え
の
方
は
実

費
相
当
分
（
お
お
む
ね
800
円
）
を
ご

負
担
い
た
だ
け
れ
ば
可
能
で
す

【
利
用
方
法
】
地
区
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
担
当
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
訪
問
、
聞
き
取
り
を
し

て
配
食
審
査
会
で
決
定
し
ま
す

日
常
生
活
・
緊
急
時
連
絡
用
に

福
祉
電
話
を
貸
与 

【
対
象
】
65
歳

以
上
の
１

人
暮
ら
し
、

ま
た
は
高

齢
者
の
み
の
世

帯
で
現
在
電
話
を
保
有
し
て
い
な
い

方 

【
申
込
み
】
高
齢
障
害
介
護
課
へ

軽
度
生
活
援
助
事
業
を

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　

介
護
保
険
で
「
自
立
」
と
判
定
さ

れ
た
方
が
日
常
生
活
に
お
い
て
、
１

人
で
困
難
な
作
業
等
を
行
う
場
合
そ

の
援
助
を
し
ま
す
。 

【
対
象
】
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
介
護

認
定
の
結
果
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
、

軽
度
生
活
援
助
が
必
要
と
認
め
ら
れ

た
方 

【
費
用
】
１
時
間
160
円 

【
申
込
み
】
高
齢
障
害
介
護
課
へ

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

泉
南
市
障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業

利
用
者
／
親
子
で
遊
ぼ
う

〜
障
害
を
持
つ
子
ど
も
と

保
護
者
が
楽
し
く
過
ご
す
半
日
〜 

　

保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
に
も
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
タ
イ
ム
ケ
ア
を

利
用
し
て
い
な
い
方
も
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ
わ
せ
て
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
と
き
】
10
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜

12
時 

【
と
こ
ろ
】
デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な

ん
ガ
ン
バ
ホ
ー
ル 

【
問
合
せ
】
デ
イ
セ
ン
タ
ー
泉
南
（
☎

483
・
３
０
８
２
／
FAX　
483
・
９
５
５

３
）、
ラ
イ
フ
ケ
ア
さ
く
ら
（
☎
FAX　

482
・
４
８
７
９
）

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ 

【
と
き
】
10
月
６
日
㈯

【
と
こ
ろ
】
府
立
障
害
者
交
流
促
進

セ
ン
タ
ー
（
堺
市
南
区
城
山
台
）

【
内
容
】
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
BJ
リ
ー
グ

エ
ヴ
ェ
ッ
サ
大
阪
の
選
手
や
、
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
代

表
選
手
、
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
泳
代
表
選
手
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
参
加
の
交
流
会

【
問
合
せ
】
府
立
障
害
者
交
流
促
進

セ
ン
タ
ー（
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
大
阪
）

（
☎
０
７
２
・
２
９
６
・
６
３
１
１
／

FAX
０
７
２
・
２
９
６
・
６
３
１
３
）

★
問
合
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
482
・
７
６
１
５
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
↓
福
祉
・
健
康
↓
健
康

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の
か

ぜ
と
違
い
重
症
に
な
り
や
す
く
、
特

に
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は

注
意
が
必
要
で
す
。
流
行
す
る
前
に

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
と
き
】
10
月
15
日
㈪
〜
12
月
31
日

㈪【と
こ
ろ
】
市
内
の
実
施
医
療
機
関

【
対
象
】
①
満
65
歳
以
上
の
市
民
の

方
②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民

の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の

機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を

有
す
る
方
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

害
を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

【
費
用
】
１
２
０
０
円
（
生
活
保
護

世
帯
・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
無
料
券
を
発
行
）

【
携
行
品
】
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行
）

【
申
込
み
】
直
接
、
実
施
医
療
機
関

へヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
肺
が
ん
検
診

【
と
き
】11
月
20
日
㈫
午
前
・
午
後（
時

間
予
約
制
）

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南

【
対
象
】
40
歳
以
上
は
①
過
去
６
か

月
以
内
に
血
痰
の
あ
っ
た
方
②
ア
ス

ベ
ス
ト
等
に
関
し
て
胸
部
の
健
康
状

態
に
不
安
の
あ
る
方
。
50
歳
以
上
は

①
②
に
加
え
て
③
喫
煙
指
数
（
１
日

本
数
×
喫
煙
年
数
）
が
600
以
上
の
方

（
禁
煙
し
て
５
年
以
内
を
含
む
）
た

だ
し
、
過
去
１
年
以
内
に
胸
部
Ｃ
Ｔ

検
査
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す

【
定
員
】
70
名

【
内
容
】
胸
部
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
撮
影
、

喀
痰
検
査

【
費
用
】無
料
、喀
痰
検
査
は
400
円（
た

だ
し
、
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
。
生

活
保
護
・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
、
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

れ
ば
無
料
券
を
発
行
）

【
携
行
品
】
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
は
当
日
発
行
）

【
申
込
み
】
電
話
か
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ

10
●
福
祉

●
健
康
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お知らせ
Information

市役所の電話番号は、
072-483-0001 ㈹　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

血
液
サ
ラ
サ
ラ
教
室

〜
高
血
圧・高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
）

撃
退
大
作
戦
〜

【
と
き
・
内
容
】

下
表
の
と
お
り

【
と
こ
ろ
】
保

健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
40
歳

以
上
の
市
民
の

方
で
血
圧
・
脂

質
検
査
に
お
い

て
「
要
指
導
」

判
定
の
方

【
定
員
】
20
名
（
申
込
順
）

【
費
用
】
無
料

【
申
込
み
】
電
話
か
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ

日
曜
日
健
診
（
①
基
本
健
康
診
査
・

②
胃
が
ん
検
診
）

【
と
き
】
12
月
９
日
㈰
午
前
（
時
間

予
約
制
）

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
40
歳
以
上
の
市
民
（
胃
が

ん
検
診
は
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
）

【
定
員
】
①
60
名
②
50
名
（
申
込
順
）

【
費
用
】
①
１
千
円
②
800
円

【
携
行
品
】
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
は
当
日
発
行
）

【
そ
の
他
】
現
在
治
療
中
も
し
く
は

経
過
観
察
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い【申
込
み
】
①
②
そ
れ
ぞ
れ
に
申
込

み
が
必
要
で
10
月
23
日
㈫
以
降
に
電

話
か
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座 

「
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
つ
き
あ
う
」 

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
。
過

度
の
ス
ト
レ
ス
は
心
身
に
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
と
な
っ
て
出
て
き
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
の
原
因
と
対
処
法
を
知
り
、

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
】
10
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時 

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
大
会
議

室 

【
講
師
】
長な
が
み見
ま
き
子
さ
ん
（
関
西

福
祉
科
学
大
学
准
教
授
） 

【
主
催
】
泉
南
市
、
泉
南
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
泉
南
フ
レ
ン
ド 

【
申
込
み
】
不
要

【
問
合
せ
】
高
齢
障
害
介
護
課

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か 

　

老
齢
基
礎
年
金
を
よ
り
高
い
も

の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
み
な
さ

ん
。
そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
付
加
年

金
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料

に
400
円
の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し

て
納
め
る
こ
と
で
上
乗
せ
の
付
加
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

で
す
。

　

付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険
者

の
方
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
納
付

の
免
除
・
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
や

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
の
額
は
１
か
月
400
円

で
、
付
加
年
金
の
額
は
「
200
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
」
で
す
。
つ
ま

り
、
保
険
料
400
円
に
対
し
て
年
金
額

200
円
で
す
か
ら
、
受
給
開
始
か
ら
２

年
間
で
付
加
保
険
料
相
当
分
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２

年
よ
り
長
く
年
金
を
受
け
取
る
方
に

は
お
得
に
な
り
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
は
市
役
所
で
手
続
き

を
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
の
納
付

に
な
り
ま
す
。任
意
加
入
で
す
の
で
、

希
望
す
る
時
に
随
時
辞
退
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
課

とき ところ 対象 内容・その他

健康
相談

毎月第 1～ 4
金曜日
13時 30分～
14時 30分

保健
センター

40歳
以上の
市民

ご自分の健康に関して疑問や不安
がありましたら、いつでもお気軽
にご相談ください。ただし、医師
への相談は予約が必要です。

栄養
相談

毎月第１～３
金曜日
13時～
14時 30分

栄養士が個人のライフステージに
応じた栄養に関する相談に応じま
す。ただし、事前に予約が必要で
す。

精神保健
福祉相談

泉佐野保健所へお問
合せください

泉佐野保健所
（☎ 462-7701）事前予約が必要です。

医療に関
する相談

月～金曜日　
9時～
15時 45分

泉佐野保健所
（☎ 462-7701）

安心して医療を受けられるようサ
ポートしています。

肝炎ウイ
ルス検査

第３水曜日　
９時 30分～ 10時
30分

泉佐野保健所
（☎ 462-7701）事前予約が必要です。

献血

10月 2日㈫
10月 20日㈯
11月 6日㈫
10時～ 12時
13時～ 16時 30分

イオンモ
ールりん
くう泉南

大阪府下の当日と翌日の献血場所はフリ
ーダイヤル 0120-524-133 でご案内して
います。
問合せは泉南市献血推進協議会
（☎ 482-7615）

とき 内容
11月21日（水）医師講義
11月26日（月）栄養講義
12月  4日（火）栄養講義
12月13日（木）運動講義と実技
時間は初回のみ午後1時15分から2時間程度、
他日程は1時30分から2時間程度

●
国
民
年
金

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。
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家
庭
ご
み
の
収
集
が

有
料
に
な
り
ま
す 

①
住
民
説
明
会
に
つ
い
て 

　
「
広
報
せ
ん
な
ん
」
６
月
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
て
い
る
収
集
手
数
料
の

有
料
化
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
を

次
の
表
の
と
お
り
実
施
お
よ
び
予
定

を
し
て
い
ま
す
。 

　

各
会
場
で
は
、
入
場
可
能
な
人
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
分

が
お
住
ま
い
の
区
、
自
治
会
で
の
説

明
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

②
不
燃
・
粗
大
ご
み
の

申
込
み
は
お
早
め
に
！ 

　

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
来
年
４
月
か
ら
不
燃
・
粗
大
ご

み
収
集
の
有
料
化
に
伴
い
、
年
明
け

（
１
月
〜
３
月
）
は
収
集
申
込
み
が

殺
到
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
各
ご

家
庭
で
不
燃
・
粗
大
ご
み
が
あ
る
場

合
は
、
で
き
る
限
り
早
め
に
申
込
み

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。（
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ

ー
☎
483
・
１
１
３
２
） 

　

ご
み
の
減
量
推
進
に
か
か
る
情
報

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
「
広
報
せ

ん
な
ん
」
に
お
い
て
詳
細
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
↓
暮
ら
し
・
環
境
↓
ご
み

【
問
合
せ
】
環
境
整
備
課

泉
南
市
ご
み
収
集
手
数
料

取
扱
協
力
店
募
集
説
明
会

　

泉
南
市
商
工
会
で
は
泉
南
市
か
ら

指
定
袋
取
扱
業
務
の
委
託
を
受
け
、

説
明
会
を
開
催
し
、
指
定
ご
み
袋
・

粗
大
ご
み
処
理
券
の
販
売
店
を
募
集

し
ま
す
。 

【
と
き
】
10
月
17
日
㈬
午
後
３
時 

【
と
こ
ろ
】
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室 

【
応
募
資
格
】
泉
南
市
に
販
売
者
常

駐
の
常
設
店
舗
が
あ
り
、
店
舗
面
積

500
㎡
以
下
の
事
業
所
ま
た
は
団
体 

【
取
扱
品
目
】
次
表
の
と
お
り

【
業
務
内
容
】
泉
南
市
ご
み
収
集
手

数
料
取
扱
に
か
か
る
指
定
袋
・
処
理

券
の
販
売 

【
契
約
期
間
】
平
成
20
年
１
月
下
旬

（
未
定
）
〜
平
成
21
年
３
月
31
日 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
説
明
会
当
日

配
布
の
申
込
書
を
泉
南
市
商
工
会
へ

（
☎
483
・
６
３
６
５
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
問
合
せ　
清
掃
課　

（
☎
483
・
５
８
７
５
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
↓
暮
ら
し
・
環
境
↓
ご
み

可
燃
ご
み
収
集
日
変
更

　

10
月
８
日
（
月
曜
日
）
の
休
日
に

伴
い
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部

変
更
し
ま
す
。 

　

休
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の

収
集
日
を
振
り
替
え
て
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
収
集
日
程
カ
レ
ン

ダ
ー
を
必
ず
確
認
し
て
、
収
集
日
当

日
の
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
集
積
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｎ
Ｏ
!!
レ
ジ
袋
デ
ー

〜
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
〜

　

10
月
は
グ
リ
ー
ン
購
入
／
Ｎ
Ｏ
!!

包
装
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
環
境
に
や
さ

し
い
買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）月
間
。

特
に
10
月
５
日
㈮
は
Ｎ
Ｏ
!!
レ
ジ
袋

デ
ー
で
す
。
お
買
い
物
時
に
は
、
マ

イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
Ｎ
Ｏ
!!
レ
ジ

袋
デ
ー
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
問
合
せ　
商
工
労
働
課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

実
施
し
ま
し
た 

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
い
た
だ
き
、

新
家
踊
山
区
に
広
報
掲
示
板
（
８
か

所
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
生
活
・
環
境

　

月
８
日（
月
）

10

10

10

10

　

月
９
日（
火
） 　

月
９
日（
火
）

　

月　

日（
水
）

10

実施区及び自治会名 実施日及び予定日 開催場所

新家東和苑 8月19日（日）午前10時 東和苑集会所（参加者62名）
岡中区 8月18日（土）午後7時 岡中老人集会場（参加者16名）

下村区 8月19日（日）午後7時 下村老人集会場（参加者10名）
関空山の手台 8月26日（日）午前10時 岡中老人集会場（参加者24名）
金熊寺区 8月26日（日）午後7時 金熊寺老人集会場（参加者30名）
ジュネス楠台 9月1日（土）午後7時 ジュネス楠台集会所（参加者28名）
葛畑区 9月2日（日）午後6時 葛畑集会所（参加者18名）
新家楠台 9月8日（土）午後3時 新家楠台集会所
一丘団地自治会 9月8日（土）午後7時 一丘団地集会所
高野区 9月15日（土）午後7時 高野老人集会場
野口区 9月16日（日）午後7時 野口区民会館
別所区 9月22日（土）午後7時 別所老人集会場
上村区 9月23日（日）午後7時 上村老人集会場
中村区 9月29日（土）午後7時30分 新家公民館
宮区 9月30日（日）午後7時 宮区集会所
八幡山区 10月9日（火）午後1時 八幡山区自治会館

八幡山区 10月14日（日）午後6時 八幡山区自治会館

八幡山区 10月23日（火）午後6時 八幡山区自治会館

新家いずみ台 10月14日（日）午後1時 いずみ台集会所

サングリーン 10月20日（土）午前10時 新家サングリーン集会所
兎田区 10月20日（土）午後7時 兎田老人集会場

男里浜区 11月18日（日）午前10時 浜老人集会場
男里浜区 11月17日（土）午後1時30分 浜老人集会場

男里区 11月24日（土）午後7時 男里老人集会場

馬場区
掲載されていない地区については現在調整中です（9月3日現在）

12月5日（水）午後1時30分 馬場老人集会場
幡代区 12月1日（土）午後1時 幡代老人集会場

住民説明会実施状況及び実施予定日程

取扱品目 種類及び
販売単位

セット価格及び
販売単価

45　1セット
（10枚入り）

1セット（10枚入り）
450円（1枚単価45円）

45　1枚単位 1枚単価500円

20　1枚単位 1枚単価250円

1枚単位 1枚単価500円

20　1セット
（10枚入り）

1セット（10枚入り）
200円（1枚単価20円）

家庭系可燃
ごみ指定袋

家庭系不燃
ごみ指定袋

粗大ごみ
処理券



9

お知らせ
Information

市役所の電話番号は、
072-483-0001 ㈹　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

10
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰
秋
の
行
政

相
談
週
間
／
行
政
相
談
所
開
設 

　

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員

が
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

国
（
役
所
）
の
仕
事
で
、「
困
っ
た
」、

｢

納
得
で
き
な
い｣
等
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。 

【
と
き
】
10
月
18
日
㈭
午
後
２
時
〜

４
時 

【
と
こ
ろ
】
樽
井
公
民
館
１
階
小
会

議
室 

【
行
政
相
談
委
員
】 

松ま
つ
も
と本
啓け
い
こ子
（
新

家
☎
482
・
０
８
７
７
）、
辻つ
じ
た
に谷
俊し
ゅ
ん
き
ち吉

（
男
里
☎
482
・
３
０
７
５
）

【
そ
の
他
】
▽
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
▽
行
政
相
談
委
員
は
電
話
で
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す

市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を 

　

10
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
（
第
３
期
分
）
の
納
税
月
で
す
。

市
税
の
納
付
に
は
、
安
心
・
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　

市
税
の
口
座
振
替
の
申
込
み
は
、

通
帳
の
届
け
印
と
納
税
通
知
書
を
持

参
の
上
、
取
引
金
融
機
関
（
納
付
書

等
に
記
載
）、
郵
便
局
の
窓
口
で
市

税
口
座
振
替
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
い
た
だ
く
こ
と
で
簡
単
に
お
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
度
申

込
み
い
た
だ
き
ま
す
と
、
停
止
の
依

頼
が
な
い
限
り
、
継
続
し
て
口
座
振

替
を
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　

な
お
、
市
税
口
座
振
替
申
込
書
は

泉
南
市
内
の
市
税
取
扱
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
泉
南
市
税
務
課
に
設
置
し

て
い
ま
す
。 

【
問
合
せ
】
税
務
課

関西国際空港情報　No.89
http://www.kansai-airport.or.jp/

ハロウィン in スカイビュー 
　関空展望ホール「スカイビュー」では期間中、ハロウィングッズ
の販売や、ハロウィンクラフト（工作イベント）を行います。10
月 28日㈰には、ハロウィンパレードも実施します。（パレードの参
加申込みについては、ホームページをご覧ください） 
【とき】10 月６日㈯～ 31日㈬ 
【申込み・問合せ】関空展望ホール（☎ 455-2082） 

御堂筋パレードに参加します 
　今年 10月 14 日㈰に開催される御堂筋パレードに関空も参加し
ます。 
　航空会社のキャビンアテンダントさんや空港で働く様々な職種の
方にも協力していただき、世界への玄関口である関空を PRします。 
【とき】10 月 14日㈰
【問合せ】関西国際空港㈱イベントグループ（☎ 455-2156） 

国際線出発の預け入れ荷物検査が新システムに 
　10 月から、機内に預ける荷物の検査を自動的に行う「インライ
ンスクリーニングシステム」を導入します。これにより、チェック
イン前に行っていた機内預け荷物の検査が不要になります。 
　なお、高強度のＸ線を照射し検査を行いますので、使い捨てカメ
ラや未現像フィルムは機内持ち込み手荷物としてお持ちいただきま
すようお願いします。 
【問合せ】空港案内（☎ 455-2500）

　相談あんない　内線番号の書かれた問い合わせは市役所（☎483-0001）へ　時間は24時間表記です
区分 相談名 とき ところ 問い合わせ

法律
行政

法律相談 10/4 ㈭、11㈭、25㈭　9時 15分～ 11時 45分
申込みは実施日前日に電話で 9時から先着 10名受付

市役所別館２階商工労働課前 商工労働課（内線 583）

行政相談 毎月第３木曜日 14時～ 16時 樽井公民館 1階小会議室 商工労働課（内線 583）
消費者相談 月～金曜日　13時～ 16時 市役所別館２階消費生活センター 商工労働課（内線 583）

労働
就労

ハローワーク情報（週１回更新）月～金曜日　執務時間中 市役所別館２階商工労働課 商工労働課（内線 583）
ハローワーク情報（毎日更新） 月～金曜日　執務時間中 人権ふれあいセンター内地域就労支援センター 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
労働相談 偶数月第 2木曜日 13時～ 16時 市役所別館２階商工労働課前 商工労働課（内線 583）
就労支援相談 月～土曜日　9時～ 17時 人権ふれあいセンター内地域就労支援センター 地域就労支援センター

（☎ 485-1401、483-6447）
農事相談 毎月第4金曜日　9時 30分～ 12時（要電話予約） 市役所別館２階消費生活センター 農業委員会事務局（内線 551）

子育て
教育

母子相談 月～金曜日　9時～ 17時 市役所 1階子育て支援課 子育て支援課（内線 242）
子ども相談（家庭児童相談） 月～金曜日　10時～ 16時（来所の場合は要予約） あいぴあ泉南内家庭児童相談室 家庭児童相談室（☎ 485-1586）
教育相談（カウンセリング） 月～金曜日　10時～ 16時 教育相談室 教育相談室（☎ 483-3755）
進路支援（奨学金等相談） 月～土曜日　執務時間中 人権ふれあいセンター内人権協会 人権協会（☎ 485-1401）

健康福祉
人権

健康相談 毎月第1・3月曜日　14時～ 15時（整形外科医）
毎月第 2・4木曜日　13時 30 分～ 14時 30 分（内科医）

あいぴあ泉南 あいぴあ泉南（☎ 485-0707）

知的障害者相談 毎月 2・4金曜日　10時～ 12時 あいぴあ泉南 高齢障害介護課（内線 546）
障害者等住宅改造相談 毎月第 4木曜日 13時 30分～ 16時 30分 あいぴあ泉南 せんなんぴあセンター（☎ 482-0114）
心配ごと相談 毎週木曜日　9時～ 12時 あいぴあ泉南 社会福祉協議会（☎ 482-1027）
総合生活相談 月～土曜日　9時～ 17時 人権ふれあいセンター内人権協会 人権協会（☎ 485-1401）

税金 税の相談 4・6・8・10・12月の第 3水曜日　13時～ 16時 市役所 1階市民相談室 税務課（内線 239）
夜間納税相談 毎月 10日（土日祝日は翌執務日）

17時 45分～ 20時
市役所 1階税務課
市役所 1階国民健康保険課

税務課（内線 233）
国民健康保険課（内線 259）

●
税
金



10

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す 

　

従
業
員
を
１
人
で
も
雇
用
さ
れ
て

い
る
事
業
主
の
方
は
、労
働
保
険（
雇

用
保
険
及
び
労
災
保
険
）
に
必
ず
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
雇
用
保
険
】
被
保
険
者
の
方
が
失

業
さ
れ
た
場
合
、
失
業
給
付
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主
の
方
に

は
、
一
定
の
要
件
に
よ
り
各
種
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
在
職
中

の
被
保
険
者
の
方
に
も
一
定
の
要
件

に
よ
り
給
付
制
度
が
あ
り
ま
す

【
労
災
保
険
】
従
業
員
の
方
が
業
務

上
の
災
害
を
受
け
た
と
き
、
必
要
な

給
付
と
援
助
を
し
ま
す
。
ま
た
、
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の

事
業
も
行
っ
て
い
ま
す 

【
加
入
手
続
き
・
問
合
せ
】
雇
用

保
険
は
泉
佐
野
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
463
・
０
５
６
５
）、
労
災
保
険

は
岸
和
田
労
働
基
準
監
督
署
（
☎

431
・
３
９
３
９
）

「
阪
南
・
泉
南
合
同
就
職
面
接
会
」

参
加
企
業
募
集 

　

泉
南
・
阪
南
市
内
の
人
材
を
求
め

る
企
業
と
就
職
を
希
望
す
る
人
と
を

一
堂
に
会
し
た
合
同
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。
人
材
の
採
用
を
希
望

さ
れ
る
企
業
者
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

【
と
き
】
11
月
20
日
㈫
午
後
１
時
〜

４
時 

【
と
こ
ろ
】
サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
（
阪
南

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
募
集
企
業
】
20
社
（
予
定
） 

【
参
加
費
】
無
料　

 

【
募
集
締
切
】
10
月
19
日
㈮

【
そ
の
他
】
参
加
事
業
所
が
多
数
の

場
合
は
ご
意
向
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
参
加
条
件
等
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い 

【
問
合
せ
】
泉
南
市
商
工
会

（
☎
483
・
６
３
６
５
）

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
／

介
護
保
険
認
定
調
査
員
募
集 

【
職
務
内
容
】
介
護
保
険
に
お
け
る
要

介
護
認
定
申
請
に
基
づ
く
認
定
調
査 

【
受
験
資
格
】
昭
和
22
年
４
月
２
日

〜
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
、
普
通
運
転
免
許
証
を
取
得
し

て
い
る
方
（
学
歴
不
問
） 

【
採
用
予
定
人
員
】
２
名

【
試
験
内
容
】
筆
記
及
び
面
接

【
試
験
日
】
10
月
20
日
㈯ 

【
採
用
予
定
】
平
成
20
年
１
月
（
採

用
日
以
前
に
大
阪
府
の
研
修
を
受
講

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
、

臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
し
ま
す
） 

【
募
集
要
項
の
配
付
】
10
月
１
日
㈪

か
ら
高
齢
障
害
介
護
課
で 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
10
月
10
日
㈬

〜
16
日
㈫
ま
で
の
土
日
を
除
く
執
務

時
間
内
に
高
齢
障
害
介
護
課
へ

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
／

事
務
職
員
を
募
集

【
職
種
】
事
務
職
員
（
産
休
お
よ
び

育
休
代
替
職
員
）

【
職
務
内
容
】
一
般
事
務

【
受
験
資
格
】
昭
和
22
年
４
月
２
日

〜
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
で
き
る
方
（
学
歴
不
問
）

【
採
用
予
定
人
員
】
１
名
程
度

【
試
験
内
容
】
筆
記
及
び
面
接

【
試
験
日
】
10
月
20
日
㈯

【
採
用
予
定
】
平
成
20
年
１
月

【
募
集
要
項
の
配
布
】
10
月
１
日
㈪

か
ら
人
事
課
で

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
10
月
10
日
㈬

〜
16
日
㈫
ま
で
の
土
日
を
除
く
執
務

時
間
内
に
人
事
課
へ

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
る
」

　

技
術
士
で
あ
る
向
井
市
長
の
基
調

講
演
に
加
え
、
自
分
で
簡
単
に
で
き

る
耐
震
対
策
や
耐
震
診
断
・
改
修
方

法
等
、
技
術
士
、
建
築
士
の
視
点
か

ら
防
災
を
検
証
し
ま
す
。 

●
募
集

●
安
全
・
安
心

　大規模災害時に、被害を最小限に

食い止めることを目的とし、泉南市

とイオンが合同で総合防災訓練を実

施します。当日は、イオンモールを

利用した避難誘導訓練、けが人への

応急手当訓練、非常食を試食してい

ただく炊き出し訓練などが行われま

す。 皆様お誘い合わせの上ぜひご参

加ください。

【とき】10 月 27 日㈯午前８時 30 分
～ 12 時（雨天の場合は、訓練内容

を変更して実施予定） 

【ところ】イオンモールりんくう泉
南北側駐車場 

【問合せ】政策推進課
 

　市民が一体となって犯罪や事故を

なくし、安全で安心して暮らせる地

域社会を目指してパレードを開催し

ます。 

【とき】10 月 28 日㈰午前 10 時 30 分
（雨天の場合は 11 月３日㈷に延期） 

【ところ】泉南市役所～ JR 和泉砂川
駅前 

【内容】幼稚園児による鼓笛隊行進、
地域住民の方々による啓発パレー

ド、防犯グッズの無料配布 

【主催】泉南市安全なまちづくり推
進協議会

【問合せ】政策推進課または泉南警
察署（☎ 471-1234）

暮らしの安全安心
泉南市・イオン合同防災訓練 泉南市地域安全パレード

●
商
工
・
労
働
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お知らせ
Information

市役所の電話番号は、
072-483-0001 ㈹　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

【
と
き
】
10
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分 

【
と
こ
ろ
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く

う
泉
南
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル 

【
主
催
】
泉
南
市
防
災
技
術
者
の
会 

【
問
合
せ
】
政
策
推
進
課

全
国
地
域
安
全
運
動
を
実
施

　

10
月
11
日
㈭
〜
20
日
㈯
の
間
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、自
治
体
や
関
係
機
関
、

団
体
等
と
一
体
と
な
っ
た
地
域
安
全

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

◆
侵
入
盗
の
被
害
防
止

①
玄
関
や
窓
は
、
補
助
錠
で
ツ
ー
ロ

ッ
ク
に
し
ま
し
ょ
う

②
短
時
間
の
留
守
で
も
し
っ
か
り
施

錠
し
ま
し
ょ
う

③
「
地
域
の
目
」
で
泥
棒
を
追
い
出

し
ま
し
ょ
う

◆
ひ
っ
た
く
り
、
自
転
車
盗
等

街
頭
犯
罪
抑
止

①
バ
ッ
グ
は
車

の
通
る
反
対
側

に
持
ち
ま
し
ょ

う②
自
転
車
の
前

カ
ゴ
を
「
ひ
っ

た
く
り
防
止
カ
バ
ー
」
等
で
ガ
ー
ド

し
ま
し
ょ
う

③
鍵
か
け
を
確
実
に
、
車
内
に
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◆
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

①
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
り
ま

し
ょ
う

②
登
下
校
時
に
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
す

る
な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
り
ま

し
ょ
う

　

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
泉
南
警
察
署
（
☎
471
・

１
２
３
４
）

道
路
上
へ
の
看
板
等
の

設
置
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

大
阪
国
道
事
務
所
で
は
秋
口
か
ら

冬
に
か
け
て
国
道
26
号
沿
線
に
お
い

て
、
境
界
を
越
え
て
国
道
上
空
に
突

き
出
さ
れ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
看
板

等
の
う
ち
、
道
路
占
用
許
可
を
取
得

さ
れ
て
い
な
い
方
に
道
路
法
に
基
づ

く
許
可
の
必
要
性
と
申
請
手
続
き
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
た
め
個
別
訪

問
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
大
阪
国
道
事
務
所
管
理

第
一
課
（
☎
０
６
・
６
９
３
２
・
１
４

２
１
）

泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

　

も
し
も
の
時
、
あ
な
た
は
大
切
な

人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

【
と
き
】
10
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜

12
時
（
８
時
30
分
受
付
）

【
と
こ
ろ
】
市
立
泉
佐
野
病
院
３
階

大
会
議
室

【
内
容
】
体
外
式
半
自
動
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法（
Ｃ

Ｐ
Ｒ
）

【
定
員
】
30
名
（
申
込
順
）

【
そ
の
他
】
▽
動
き
や
す
い
服
装
で

参
加
く
だ
さ
い
（
ま
た
、
持
病
の
あ

る
方
は
申
込
み
時
に
そ
の
旨
お
伝
え

く
だ
さ
い
）
▽
希
望
者
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
資

料
（
420
円
）
を
準
備
し
て
い
ま
す

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
泉
州
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
へ
（
☎
464
・
９
９
３

１
）

★
市
民
体
育
館　（

☎
482
・
１
０
０
０
）

今
月
の
ご
案
内
（
11
月
10
日
ま
で
）

　

体
育
館
を
ご
利
用
の
際
は
、
必
ず

上
靴
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
及
び

10
月
10
日
㈬
、
11
日
㈭
、
11
月
５
日

㈪【半
日
休
館
日
】
10
月
８
日
㈷
、
11

月
５
日
㈪
を
除
く
毎
週
月
曜
日

【
受
付
時
間
】
休
館
日
以
外
の
午
前

9
時
〜
午
後
５
時
（
半
日
休
館
日
は

正
午
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
泉
南
市
立
図
書
館

（
☎
482
・
７
７
６
６
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
↓
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
↓

文
化

今
月
の
ご
案
内
（
11
月
10
日
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
及
び
10
月

９
日
㈫
、
31
日
㈬
、
11
月
３
日
㈷

【
開
館
時
間
】
休
館
日
以
外
の
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
15
分

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

　

か
し
の
き

号
は
、
左
記
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
月
２
回
ず
つ

巡
回
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
本

を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
住
所
の
確
認

で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

１
人
８
冊
ま
で
本
を
借
り
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　

な
お
気
象
条
件
等
に
よ
り
巡
回
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル　

（
☎
484
・
２
６
２
７
）

今
月
の
ご
案
内
（
11
月
10
日
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
・
火
曜
日
及
び

10
月
10
日
㈬

【
開
館
時
間
】
休
館
日
以
外
の
午
前

９
時
〜
午
後
８
時
（
受
付
は
午
後
７

時
ま
で
。
利
用
は
午
前
９
時
15
分
〜

午
後
７
時
45
分
）

【
利
用
料
金
】（
２
時
間
利
用
の
場
合
）

大
人
500
円
、
高
校
生
300
円
、
小
・
中

学
生
200
円
、
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

250
円

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

｢

第
21
回
泉
南
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

出
展
者
募
集

　

市
民
の
皆
様
が
心
を
込
め
た
、
手

作
り
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。

【
と
き
】
11
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室

【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
者
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

【
募
集
部
門
】
絵
画
・
生
花
・
陶
芸

【
作
品
】
１
人
１
部
門
に
つ
き
２
点

と
し
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
10
月
14
日
㈰

ま
で
に
（
月
、
祝
日
を
除
く
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
）
文
化
ホ
ー
ル

事
務
所
（
図
書
館
２
階
）
へ
（
☎

482
・
７
７
６
７
）

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

鳴滝第二小学校

楠台１号公園

ファミール南大阪

浜老人集会場

青少年センター

一丘団地

八幡山自治会館

関空マーブルコースト

西信達公民館

14:00～
14:45

14:00～
14:45

14:00～
14:45

15:15～
16:00

15:15～
16:00

15:10～
16:00

7

7

1

1

2

2

21

21

15

15

16

16

水
水

木

木

金

金

14:00～
14:30

14:00～
14:40

14:00～
14:45

15:00～
16:00

15:00～
15:45

15:00～
16:00

3

3

4

4

5

5

17

17

18

18

19

19

10

10

11

11

12

12

24

24

25

25

26

26

水
水

木

木

金

金

10月 11月 11月10月

砂川老人集会場

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川

ステーション名
巡回日 巡回日曜日と

時間
曜日と
時間ステーション名

14

14

8

8

9

9

28

28

22

22

24

24

自動車図書館かしのき号巡回予定表　　　■は土曜日の巡回です
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★
公
民
館

樽
井
公
民
館
（
☎
483
・
４
３
６
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
↓
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
↓

文
化

今
月
の
ご
案
内
（
11
月
10
日
ま
で
）

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
及
び

10
月
７
日
㈰
、
８
日
㈷
、
11
月
３
日

㈷【半
日
休
館
日
】
10
月
８
日
㈷
を
除

く
毎
週
月
曜
日

【
受
付
時
間
】
休
館
日
以
外
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
た
だ
し
、

樽
井
公
民
館
以
外
の
公
民
館
は
午
後

４
時
ま
で
、
半
日
休
館
日
は
正
午
ま

で
）

環
境
問
題
実
践
講
座

（
料
理
教
室
）
パ
ー
ト
４　

 

お
弁
当
を
作
ろ
う
〜
旬
の
食
材
・
残

り
物
を
活
用
す
る
〜 

【
と
き
】
①
11
月
９
日
㈮
②
15
日
㈭

③
21
日
㈬
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後

１
時 

【
と
こ
ろ
】
樽
井
公
民
館 

【
講
師
】
は
つ
ら
つ
尾
崎
地
域
活
動

栄
養
士
会
（
ラ
フ
・
ハ
ー
ト
） 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
、
ふ

き
ん
、
三
角
巾

【
定
員
】
各
20
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
） 

【
参
加
費
】
500
円
（
材
料
費
） 

【
そ
の
他
】
３
回
と
も
同
内
容
。
12

月
に
は
朝
ご
は
ん
を
テ
ー
マ
に
実
施

予
定

【
一
時
保
育
】
対
象
は
１
歳
以
上
就

学
前
の
子
ど
も
、
各
回
６
名
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
） 

【
申
込
み
】
10
月
23
日
㈫
（
必
着
）
ま

で
に
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
希
望
日
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
一
時
保

育
の
要
否
（
必
要
な
方
は
子
ど
も
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年

月
日
も
）
を
〒
５
９
０
・
０
５
２
１

泉
南
市
樽
井
６
・
11
・
16
樽
井
公

民
館
「
環
境
問
題
実
践
講
座
」
係
へ

（
FAX 

483
・
４
３
８
０
／e-m

ail:taru

i-k
@
city
.sen
n
an
.lg
.jp

）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

泉
南
水
彩
画
グ
ル
ー
プ
展

【
と
き
】
10
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
19
日
は
午

前
11
時
か
ら
、
21
日
は
午
後
４
時
ま

で
） 

【
と
こ
ろ
】
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室 

【
内
容
】
信
達
・
新
家
公
民
館
で
活

動
中
の
水
彩
画
グ
ル
ー
プ
の
作
品
を

展
示 

【
入
場
料
】
無
料 

【
問
合
せ
】
水
彩
画
グ
ル
ー
プ
展
事

務
局
（
☎
471
・
４
５
５
９
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
問
合
せ　
生
涯
学
習
課

第
33
回
泉
南
美
術
協
会
展 

【
と
き
】
10
月
24
日
㈬
〜
28
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
（
28
日
は
午
後

３
時
ま
で
） 

【
と
こ
ろ
】
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室 

【
入
場
料
】
無
料 

【
応
募
資
格
】
15
歳
以
上
の
方
で
１
人

２
点
以
内
（
自
作
・
未
発
表
の
も
の
） 

【
募
集
作
品
】
洋
画
（
油
彩
画
、
水

彩
画
、
パ
ス
テ
ル
画
、
ア
ク
リ
ル
画
）

ま
た
は
日
本
画
の
平
面
作
品
で
６
号

〜
50
号
ま
で
の
額
装
（
壁
面
展
示
）

が
可
能
な
も
の 

【
出
品
料
】
１
点
に
つ
き
３
千
円 

【
入
賞
】
会
長
賞
、
協
会
賞
等

【
主
催
】
泉
南
市
文
化
協
会
、
泉
南

美
術
協
会 

【
出
品
申
込
み
】
10
月
15
日
㈪
（
祝

日
を
除
く
午
後
１
時
〜
５
時
）
ま

で
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
が
み
へ
（
☎

485
・
１
１
１
１
） 

【
搬
入
日
】
10
月
23
日
㈫
午
後
１
時

に
直
接
（
搬
入
不
可
の
方
は
前
日
ま

で
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
が
み
ま
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

ク
ッ
キ
ン
グ
出
前
教
室

　

旬
の
野
菜
や
果
物
を
使
っ
た
お
菓

子
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

【
と
き
】
11
月
１
日
㈭
、
８
日
㈭
、

22
日
㈭
、
29
日
㈭
（
全
４
回
）
午
前

９
時
30
分
〜
12
時 

【
と
こ
ろ
】
樽
井
公
民
館
（
調
理
室
） 

【
対
象
】
中
学
生
以
上
お
お
む
ね
30

歳
ま
で
の
方 

【
定
員
】20
名（
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

【
材
料
費
】
１
回
500
円
（
当
日
徴
収
）

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

【
主
催
】
泉
南
市
教
育
委
員
会

【
一
時
保
育
の
保
育
料
】
１
回
250
円

【
申
込
み
】
10
月
26
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
、
一
時
保
育
（
１
歳

〜
３
歳
）
の
要
否
（
必
要
な
方
は
子

ど
も
の
氏
名
、
年
齢
も
）
を
生
涯
学

習
課
へ
（e-m

ail:sy
ou
g
ai@
city
.s

en
n
an
.lg
.jp

）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ新家公民館まつり 

【とき】10 月 20日㈯午前９時～午後５時、

　　　　　　 21 日㈰午前９時～午後４時 

【ところ】新家公民館 

【内容】クラブによる作品展示、演技発表、もぎ店他 

【その他】車でのご来場はご遠慮ください 

【問合せ】新家公民館（☎ 483-9314）   

樽井公民館まつり 

【とき】10 月 27日㈯午前９時～午後５時、

　　　　　　 28 日㈰午前９時～午後４時 

【ところ】樽井公民館 

【内容】クラブによる作品展示、演技発表、もぎ店他、

27日㈯午前10時～楽器演奏、午後１時～竹とんぼ・竹笛づくり、

28日㈰午前10時～民話と童

話による朗読劇

【その他】車でのご来場は

なるべくご遠慮ください 

【問合せ】樽井公民館

（☎ 483-4361）

２週つづけて公民館まつり
　　　　　　　再発見　あなたの可能性
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お知らせ
Information

市役所の電話番号は、
072-483-0001 ㈹　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

★
問
合
せ　
古
代
史
博
物
館

（
☎
483
・
６
７
８
９
）

「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
展
」

　

皆
様
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た
169

件
の
「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
」。

思
い
思
い
の
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
と
き
】
10
月
９
日
㈫
〜
平
成
20
年

１
月
31
日
㈭

【
開
館
時
間
】
土
日
（
第
２
・
４
土
曜

日
は
開
館
）、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
古
代
史
博
物
館

【
入
館
料
】
無
料

ま
い
ぶ
ん
ク
ラ
ブ

化
石
で
あ
そ
ぼ
う
参
加
者
募
集

　

ホ
ン
モ
ノ
の
化
石
を
さ
わ
っ
た

り
、レ
プ
リ
カ
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。

【
と
き
】
11
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
古
代
史
博
物
館

【
対
象
】
小
学
生
以
上
で
市
内
在
住

在
勤
在
学
の
方
（
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

【
費
用
】
500
円
（
保
険
料
）

【
定
員
】
30
名
程
度
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

【
申
込
み
】
10
月
19
日
㈮
ま
で
に
来

館
か
往
復
ハ
ガ
キ
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
、
タ
イ
ト
ル
に
「
ま

い
ぶ
ん
ク
ラ
ブ
申
込
み
」
と
明
記
）

で
参
加
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
（
学

校
名
、
学
年
、
保
護
者
氏
名
）
を
〒

５
９
０
・
０
５
０
５
泉
南
市
信
達
大

苗
代
374
・
４
古
代
史
博
物
館
へ
（
☎

483
・
６
７
８
９
／e-m

ail:m
aib
u
n

@
city
.sen
n
an
.lg
.jp

）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

せ
ん
な
ん
伝で
ん
し市
メ
ー
ル
講
座　

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
行
政
情
報
を
積

極
的
に
提
供
す
る
た
め
、
市
職
員
を

講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

【
対
象
】
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
、

泉
南
市
の
発
展
の
た
め
自
主
的
活
動

を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
団
体
や

グ
ル
ー
プ
。
な
お
講
座
に
は
10
名
以

上
の
出
席
者
が
見
込
ま
れ
る
場
合
と

し
ま
す

【
内
容
】「
講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
表
」

（
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
中
）

か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

行
政
全
般
に
関
わ
る
事
柄
で
秘
書
課

と
協
議
、
選
定
し
た
内
容
で
あ
れ
ば

こ
の
範
囲
と
し
ま
せ
ん

【
開
催
日
時
】
祝
祭
日
、
年
末
年
始

を
除
く
す
べ
て
の
日
。
時
間
は
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
ま
で
の
２
時
間
以

内【開
催
場
所
】
泉
南
市
内
に
限
り
ま

す【費
用
】
市
職
員
の
講
師
は
無
料

【
申
込
み
】
講
座
へ
の
派
遣
講
師
を

希
望
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
は
、
開
催
予
定
日
２
週
間
前
ま
で

に
秘
書
課
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
↓ 

広
報
公
聴
・
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
↓
広
報

【
問
合
せ
】
秘
書
課

税
関
で
は
お
預
か
り
し
て
い
る
通

貨
・
証
券
等
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

　

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の

方
も
問
合
せ
や
返
還
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方

は
税
関
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引

き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上

陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
②
外
地
の

終
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事
館
や
日

本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日

本
に
返
還
さ
れ
た
も
の 

【
詳
細
サ
イ
ト
】
大
阪
税
関
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.cu
stom

s.

g
o.jp
/osak

a/

【
問
合
せ
】
大
阪
税
関
監
視
部
取
締

総
括
部
門
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
☎
０
６
・
６
５
７

６
・
３
１
１
５
）

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
者
氏
名
を

公
表
し
ま
す

　

平
成
18
年
11
月
1
日
付
け
で
改
正

さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
法
（
閲
覧
状

況
の
公
表
）
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
課

　市内の産業振興を図るため、広報せん
なんでは毎月有料広告を掲載しています。
商品やサービスなどに関する情報提供に
ご利用ください。
　毎月、広告代理店が市内事業者の方を
対象に訪問していますので、ご相談くだ
さい。

【掲載等に関するお問い合わせ】

　　　 泉南市情報管理課
   ������072-483-0001

年間約15万件、ご訪問いただいている
トップページはもちろん、サイト内のご
希望のページにバナー広告を掲載します。
【料金】
▽トップページは、1か月間10,000円
▽その他のページは、１か月間8,000円
（料金については、継続割引もあります）
広告の規格や手続きなど詳細は、
泉南市ウェブサイトをご覧のうえ、
情報管理課（内線328）まで
お問い合わせください。

泉南市ウェブサイト
月間アクセス数約13,000件市

の
広
報
媒
体
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

●
そ
の
他
の
お
知
ら
せ

閲覧年月日 閲覧申出者 委託者 利用目的 閲覧対象

平成18年
 11月14日

自衛隊大阪地方
協力本部

自衛官等の募集に伴
う広報

平成元年4月2日～平成2年4月1日
までの間に生まれた方

平成18年
 11月17日

内閣府大臣官房政府
広報室長

㈳新情報
センター

家庭の法制に関する
世論調査

20歳以上の方で男女を問わない
地区 新家216

平成18年
 12月14日

近畿農政局
大阪農政事務所長

米の消費動向等調査
地区 新家、信達市場、男里7丁
目。調査対象世帯

平成19年
 �1月17日

大阪府政策企画部
企画室長

㈱グリー
ンエコ

高校教育のあり方に
関する府民意識調査

地区 新家、信達牧野、20歳以上
の男女14名。高校学齢の男女14名

平成19年
� 3月15日

日本大学人文科学研究所長
東京都千代田区三崎町
一丁目3番2号

㈳中央
調査社

仕事と家庭に関する
全国調査の実施

20歳以上59歳以下の男女個人�21名
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本
市
で
は
昨
年
、
人
権
に
つ
い

て
の
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。（
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

16
〜
17
㌻
に
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

「
差
別
」
に
つ
い
て

ど
ん
な
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
？

　

意
識
調
査
の
結
果
で
は
、「
差
別

さ
れ
る
人
の
言
葉
を
き
ち
ん
と
聞
く

必
要
が
あ
る
」「
差
別
は
最
も
恥
ず

べ
き
行
為
」と
考
え
る
割
合
が
多
く
、

「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
い
う
考

え
は
少
な
く
、
自
分
自
身
と
何
ら
か

関
係
が
あ
る
と
考
え
る
人
が
多
い
と

い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。 

「
差
別
」
を
な
く
す
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
？

　

本
市
で
は
去
る
６
月
に
、
梵
ぼ
ん
で
ん
や
ま

天
山

周
辺
で
の
差
別
落
書
き（
広
報
せ
ん

な
ん
９
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

や
一
昨
年
に
発
覚
し
た
校
区
再
編
に

伴
う
差
別
事
象
、
障
害
者
に
対
す
る

偏
見
な
ど
、
様
々
な
差
別
事
象
が
生

起
し
て
い
ま
す
。 

　

差
別
や
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ

い
て
、
決
し
て
ひ
と
ご
と
で
は
な
く

一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
身
近
な

問
題
だ
と
思
い
、行
動
す
る
こ
と
が
、

「
差
別
」
を
な
く
す
き
っ
か
け
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

本
市
と
し
て
は
、
差
別
の
な
い
す

べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明

る
い
ま
ち
泉
南
市
を
め
ざ
し
て
、
今

後
も
よ
り
一
層
人
権
を
大
切
に
す

る
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
意

識
調
査
の
結
果
・
差
別
落
書
き
の
報

告
に
よ
り
、
本
市
の
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
今
後
市
民
と
行
政
が
共

に
考
え
行
動
し
て
い
く
第
一
歩
と
し

て
、「
市
民
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。  

【
と
き
】
11
月
６
日
㈫
午
後
３
時
30

分
〜
５
時
30
分
（
午
後
３
時
開
場
） 

【
と
こ
ろ
】
文
化
ホ
ー
ル

【
内
容
】

▽
一
部　

①
市
民
人
権
意
識
調
査
の

報
告　

②
差
別
落
書
き
事
象
の
報
告

▽
二
部　

講
演 

テ
ー
マ
「
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

講
師　

平ひ
ら
さ
わ沢
安や
す
ま
さ政
さ
ん
（
大
阪
大
学

大
学
院
教
授
）

 

▽
差
別
落
書
き
の
パ
ネ
ル
展　

文
化

ホ
ー
ル
展
示
室（
午
後
１
時
〜
６
時
）

【
手
話
通
訳
】
あ
り
ま
す

【
一
時
保
育
】
対
象
は
１
歳
か
ら
就

学
前
の
子
ど
も
で
、定
員
は
９
名（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
10
月
26
日

㈮
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
人
権
推
進
課
へ 

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
↓
人
権
・
市
民
活
動
↓
人
権

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

 

人
権
文
化
講
座
第
Ⅱ
部
を
開
催　

 

　

泉
州
の
伝
説
や
む
か
し
話
を
通
し

て
、
人
々
の
く
ら
し
や
生
活
を
知
る

と
と
も
に
、
お
互
い
の
関
係
（
縦
と

横
）
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
き
た

か
を
考
え
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

し
ま
せ
ん
か
。 

【
講
師
】小こ
ば
や
し林
俊と
し
さ
と郷
さ
ん（
伝
承
文
化
・

民
話
研
究
家
） 

【
と
こ
ろ
】
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
２
階
大
会
議
室 

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
の
方 

【
定
員
】30
名（
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

【
参
加
費
】
無
料 

【
手
話
通
訳
】
事
前
予
約
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
11
月
12
日
㈪
ま

で
に
、
電
話
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・「
人
権
文
化
講
座
第
Ⅱ
部
」
希

望
・
手
話
通
訳
の
要
否
を
明
記
の
上
、

〒
５
９
０
・
０
５
２
１　

樽
井
９
・

16
・
２　

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ 

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
↓
人
権
・
市
民
活
動
↓
人
権

相談名 とき ところ 問合せ
人権擁護委員による人権相談 毎月第 3金曜日　14:00 ～ 16:00 人権推進部相談室 人権推進課
女性相談（面接） ①毎月第 1金曜日　13:00 ～ 16:00

②毎月第 2水曜日　18:00 ～ 21:00
③毎月第 4金曜日　10:00 ～ 13:00

①人権推進部相談室
②樽井公民館
③人権推進部相談室

人権推進課

女性のための電話相談 毎月第 2・3・4木曜日（祝日除く）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00

専用電話　
☎ 482-0590

人権推進課

人権に関する相談 毎週月曜日～土曜日（祝日除く）
9:00 ～ 17:00

人権ふれあいセンター内
人権協会

人権協会　
☎ 485-1401　

人権に関する各種相談のご案内

人
権
尊
重
の
ま
ち
泉
南
市
を
め
ざ
す

「
市
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す

梵
天
山
周
辺
で
の
差
別
落
書
き
（
詳
細

は
広
報
せ
ん
な
ん
９
月
号
に
掲
載
）

紙
面
で
は
落
書
き
部
分
を
修
正
し
て
い

ま
す
が
、
会
場
で
は
無
修
正
の
パ
ネ
ル

展
示
を
行
い
ま
す

とき  内容

時間はいずれも午後２時～４時

第１講座
11/21（水）  

蛭児神（ひるごがみ）
と朝日さん
ー海から来た神さんー  

第２講座
12/19（水）  

加太の淡島さん
ー少彦名（すくなひこな）
神を考えるー  

第３講座
  1/16（水）  

泉州の光明皇后伝説
ー光明皇后と
　　　　泉州の人たちー  
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シリーズ　人権
Series-Human Rights

人権推進課
TEL:072-480-2855
FAX:072-482-0075
e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp

人権ふれあいセンター
TEL:072-483-6447
FAX:072-483-6457
e-mail:fureai@city.sennan.lg.jp
　

去
る
８
月
25
日
、
文
化
ホ
ー
ル
で

「
非
核
平
和
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、残
暑
厳
し
い
中
、

200
人
を
超
す
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
歌
や
映
画
を
通
し
て
、
平
和
の

大
切
さ
や
、
生
き
て
い
く
上
で
の
命

の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
非
核
平
和
の
集
い
」
で

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
泉
南
市
少
年

少
女
合
唱
団
と
指
導
者
の
道ど
う
さ
い才
郁い
く
お夫

さ
ん
に
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
他
３

曲
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
か
わ
い
く
、
一
生
懸
命
な

姿
に
心
を
打
た
れ
、
ま
た
道
才
さ
ん

に
よ
る〝
生
き
て
い
る
〞か
ら
こ
そ

歌
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会

い
、
心
地
よ
さ
を
分
か
ち
合
え
る
と

い
っ
た
心
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
歌
声

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に
よ
る

厳
し
い
現
実
の
中
で
、
仲
間
た
ち
と

共
に
復
活
の
と
き
を
信
じ
て
、
必
死

に
救
護
活
動
を
行
っ
た
若
き
医
師
を

描
い
た
ア
ニ
メ
映
画
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｉ
・
１
９
４
５　

ア
ン
ゼ
ラ
ス

の
鐘
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

　

大
阪
府
で
は
、
昭
和
60
年
に
、「
大

阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係
る
調
査

等
の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
」
を
施

行
し
、
部
落
差
別
調
査
等
を
規
制
す

る
こ
と
で
、
結
婚
差
別
や
就
職
差
別

等
の
部
落
差
別
事
象
の
発
生
を
防
止

し
、
府
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
10
年
、
府
内
の
調

査
業
者
が
、
企
業
か
ら
依
頼
さ
れ
た

採
用
調
査
で
、
部
落
差
別
調
査
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
、
戸
籍
謄
本
等
が
正
当

な
理
由
な
く
本
人
の
知
ら
な
い
間
に

取
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
、

差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
に
使
用

さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
生
じ
て
い
ま

す
。
一
方
、
今
年
の
６
月
に
は
、
探

偵
業
の
適
正
化
を
図
り
個
人
の
権

利
利
益
の
保
護
に
資
す
る
こ
と
を
目 

的
と
し
た
い
わ
ゆ
る
探
偵
業
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
条
例
の
趣
旨

に
対
す
る
よ
り
一
層
の
理
解
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

⑴
府
民
の
み
な
さ
ん
は
、
部
落
差
別

に
つ
な
が
る
調
査
の
依
頼
な
ど
を
し

な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

⑵
興
信
所
・
探
偵
社
業
者
に
は
、
①

個
人
の
現
在
ま
た
は
過
去
の
居
住
地

が
同
和
地
区
に
あ
る
か
な
い
か
に
つ

い
て
調
査
し
、
ま
た
は
報
告
し
な
い

こ
と
②
同
和
地
区
の
所
在
地
の
一
覧

表
等
の
提
供
及
び
特
定
の
場
所
ま
た

は
地
域
が
同
和
地
区
に
あ
る
こ
と
の

教
示
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
業
界
団
体
で
は
、
自
主

規
制
規
約
を
定
め
、
部
落
差
別
調
査

を
な
く
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

⑶
大
阪
府
は
、
国
及
び
市
町
村
と
協

力
し
て
、
条
例
の
啓
発
に
努
め
て
い

ま
す
。 

　

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
条

例
の
趣
旨
を
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
私
た
ち
み
ん
な
の
力
で
、
差
別

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ

う
。 

【
問
合
せ
】
大
阪
府
人
権
室

（
☎
０
６
・
６
９
４
４
・
６
６
１
７
）

＜参加者の声＞
げんしばくだんがおとされたとき、なみだがでそうだ
った。げんしばくだんがおちたときこわかった。そし
て 10人いじょうは、いきていてよかったとおもったよ。
日本にこんなげんしばくだんがおちないようにしたらい
いなとおもっています。
（7才　女性） 

せんそうのえいがはつらそうでした。ちっさい子どもと
か、赤ちゃんでもがんばったと思います。わたしは、日
本がせんそうをしないようにけんかをしないようにしま
す。（7才　女性） 

子どもたちの合唱、すばらしかった。道才先生の力強い
歌「千の風になって」、とても感動しました。また聴き
たいと思いました。（60代　女性）

とても感動しました、子どもたちに見せれて良かったと
思います。今の世の中はいろいろな物が豊富で、とても
贅沢になっていて親の私も含め大切なものを見失ってし
まっていると思います。この映画でがんばる事の大切さ
や、人と人との助け合いの大事さを考える事ができて良
かったです。（30代　女性） 

原爆のすさまじさをアニメーションですがすごく感じる
ことができました。（爆風や放射能など）平和の尊さや、
戦争のみにくさ、そして核兵器は絶対人類からなくした
いと強く思いました。（40代　男性）

「非核平和の集い」
を終えて～

み
ん
な
の
力
で
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

〜
部
落
差
別
調
査
等
規
制
等
条
例
〜
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差別問題や同和問題について

「差別」についての考え

賛成 反対
①差別は人間として最も恥ずべき
　行為の一つである

②差別は世の中に必要なこともあ
　る

③差別をなくすために、行政は努
　力する必要がある

④差別は法律で禁止する必要があ
　る

⑤差別の原因には、差別される人
　の側に問題があることも多い

⑥差別だという訴えを、いちいち
　取り上げていたらきりがない

⑦差別される人の言葉をきちんと
　聞く必要がある

⑧差別を問題にすると、より問題
　が解決しにくくなる

⑨差別問題に無関心な人にも理解
　してもらうことが必要である

⑩差別問題は、自分には関係がな
　い

どちらかといえば反対 無回答
どちらかと
いえば賛成

わからない

回答者数1,120

0 20 40 60 80 100

54.7 4.24.2
3.5
7.9
2.9

4.44.4
3.5
8.4
3.7

26.9

8.1 15.9 38.7 18.3 3.815.3

29.6 10.4 8.8 22.0 3.126.1

20.1 12.2 13.2 22.8 2.928.8

21.4 17.1 15.9 17.8 3.324.6

22.5 11.115.7 24.2 3.622.9

56.5 23.6

2.52.5
2.22.2
7.4
3.155.1 29.6

5.85.8
5.4
13.9

3.543.7 27.8

5.95.9 18.6 46.7 21.5 3.6
3.83.8

　「差別」についての考えをみると、「賛成」と「どちらかといえば賛成」

をあわせた『賛成』の割合は〔⑦差別される人の言葉をきちんと聞

く必要がある〕が84.7％で最も高く、次いで〔①差別は人間とし

て最も恥ずべき行為の一つである〕（81.6％）、〔③差別をなくすた

めに、行政は努力する必要がある〕（80.1％）の順となっています。

　一方、「反対」と「どちらかといえば反対」をあわせた『反対』の

割合は〔⑩差別問題は、自分には関係がない〕が65.3％で最も高く、

次いで〔②差別は世の中に必要なこともある〕（54.6％）、〔⑥差別

だという訴えを、いちいち取り上げていたらきりがない〕（33.0％）

の順となっています。

同和地区に対する差別的な発言や行動の見聞き

見聞きした
ことがない
　　  57.8

無回答
　 9.6

見聞きした
ことがある
　　  32.7

回答者数1,120
（単位：％）

　同和地区に対する差別的な発

言や行動を見聞きした経験を

みると、「見聞きしたことがな

い」が 57.8％と過半数を占め、

「見聞きしたことがある」は

32.7％となっています。

5.0

無回答
　11.5

その他
　　13.4
3.6

反
省
を
求
め

て
説
得
し
た

回答者数336
（単位：％）

差別と気づ
いていたが
誤りを指摘
できなかった
　　　　40.4

その時は
差別と気
づかずに
見過ごした
　　18.9

誤りを指摘し
たが説得で
きなかった
　　12.3

　差別的な発言や行動を「見聞きした
ことがある」と回答した人に、その
時の対応をたずねたところ、「差別と
気づいていたが、誤りを指摘できな
かった」が 40.4％で最も多く、次い
で「その時は差別と気づかずに、見
過ごした」（18.9％）、「誤りを指摘し
たが、説得できなかった」（12.3％）
の順となっています。

同和問題や差別をなくすための取り組みについて

0 20 40 60 80 100

非常に
重要

あまり重要
ではない

重要では
ないやや重要 わからない

13.8 20.7 20.1 22.0 5.517.9

9.7 22.2 22.0 20.5 6.319.2

32.0 9.2 7.216.6 6.029.0

36.2 10.6 9.4 12.55.925.4

21.2 16.7 18.4 22.8 5.016.0

27.1 9.6 13.5 26.0 5.218.7

22.4 13.7 12.4 24.6 5.821.1

15.5 15.7 15.8 34.9 5.812.2

①行政が行っている施策によ
　って自立を支援する
②同和地区住民が差別の現実
　や不当性をアピールする
③同和地区と周辺地域の人々
　が交流を深める
④人権を大切にする教育・啓
　発活動を積極的に行う
⑤差別を法律で禁止する
⑥そっとしておけば差別はな
　くなる
⑦同和地区の人々が分散して
　住むようにする
⑧戸籍制度を大幅に見直す・
　廃止する

無回答回答者数1,120

　同和地区出身者に対する差別をなくすための取組みの重要度をみ

ると、「非常に重要」と「やや重要」をあわせた『重要』の割合は〔④

人権を大切にする教育・啓発活動を積極的に行う〕が61.6％で最

も高く、次いで〔③同和地区と周辺地域の人々が交流を深める〕（61.0

％）、〔⑥そっとしておけば差別はなくなる〕（45.8％）の順となっ

ています。

　一方、「重要ではない」と「あまり重要ではない」をあわせた『重

要ではない』の割合は〔②同和地区住民が差別の現実や不当性をア

ピールする〕が44.2％で最も高く、次いで〔①行政が行っている

施策によって自立を支援する〕（40.8％）、〔⑤差別を法律で禁止する〕

（35.1％）の順となっています。

0 20 40 60 80 100

どんな
内容か
知っている

27.4 60.9 7.64.14.1

20.2 67.2 8.34.34.3

25.8 60.3 9.94.04.0

22.1 62.3 9.56.16.1

48.8 25.1 8.517.7

37.5 37.5 8.916.1

50.0 23.0 8.918.0

33.4 12.9 8.245.4

①泉南市部落差別などあらゆる差別
　の撤廃と人権擁護に関する条例

③人権教育及び人権啓発の推進に関
　する法律

②部落差別調査等規制等条例

④個人情報保護法

⑤同和対策審議会答申

⑥児童虐待の防止等に関する法律

⑦交通バリアフリー法

⑧世界人権宣言

無回答知らなかった

内容は知らないが
名称は聞いたこと
がある

回答者数1,120

　人権に関する宣言や条例などの認知度をみると、「どんな内容か知

っている」の割合は〔④個人情報保護法〕が45.4％と目立って高く、

以下〔⑧世界人権宣言〕（18.0％）、〔⑥児童虐待の防止等に関する

法律〕（17.7％）、〔⑦交通バリアフリー法〕（16.1％）の順で続い

ています。

　一方、「知らなかった」の割合は〔②部落差別調査等規制等条例〕

が67.2％で最も高く、次いで〔⑤同和対策審議会答申〕（62.3％）、

〔①泉南市部落差別などあらゆる差別の撤廃と人権擁護に関する条

例〕（60.9％）、〔③人権教育及び人権啓発の推進に関する法律〕（60.3

％）の順となっています。

同和地区に対する差別的な
発言や行動を見聞きした経験

差別的な発言や行動を
見聞きした時の対応

同和地区出身者に対する差別をなくすための取組みの重要度

人権に関する宣言や条例などの認知度



17

シリーズ　人権
Series-Human Rights

人権推進課
TEL:072-480-2855
FAX:072-482-0075
e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp

　この調査は、市民の人権問題に関する意識等を把握し、今後
の人権行政を推進していくうえでの基礎資料を得ることを目的
として実施したものです。

（１）調査地域：泉南市全域
（２）調査対象および調査対象数：
　　  泉南市内に居住している満 16歳以上の男女 3,000 人
（３）調査方法：郵送配布、郵送回収
　　  調査期間中に、ハガキによる督促状を１回送付
（４）調査期間：
　　　平成 18年 11月 28日～ 12月 15日

調査設計

回収結果

発送数 回収数 有効回答数 有効回答率内無効
3,000 1,139 1,120 37.3％19

女性52.1

無回答2.5

男性45.4

回答者数1,120
（単位：％）

無回答2.4
16～19歳2.7

20～29歳
9.8

30～39歳
　　15.7

40～49歳
　　13.0

50～59歳
　　18.1

60歳以上
　　38.2

回答者数1,120
（単位：％）

回答者の性別は、

「女性」が 52.1％、

「男性」が 45.4％

となっています。

ふだんの生活意識について

さまざまな価値観についての考え

0 20 40 60 80 100

当然のことと思う
41.8 38.7 15.2 4.4

24.7 26.3 45.9 3.0

34.3 18.3 43.5 3.9

25.6 33.2 37.2 3.9

35.4 29.5 31.3 3.8

45.7 20.5 30.8 2.9

46.6 22.2 26.9 4.3

10.5 14.9 69.6 4.9

①「大安」「仏滅」などを気にする
②結婚相手を選ぶ時は、家柄などの
　つりあいを気にする
③長男には他の子どもとは異なる特
　別な役割がある
④「長いものに巻かれる」は人生を
　送る上での知恵である
⑤「出る杭は打たれる」ということ
　をわきまえて行動する
⑥女性はやはり男性をたてた方がよ
　い
⑦夫を「主人」妻を「家内」と呼ぶ
⑧外国人の中でも、欧米人とアジア
　人とでは対応が変わる

無回答
間違って
いると思う

おかしいと思うが自分
だけ反対しても仕方が
ないと思う

回答者数1,120

　さまざまな価値観についての考えをみると、「当然のことと思う」

の割合は〔⑦夫を「主人」、妻を「家内」と呼ぶ〕が46.6％で最も高く、

次いで〔⑥女性はやはり男性を立てたほうがよい〕（45.7％）、〔①「大

安」「仏滅」などを気にする〕（41.8％）の順となっています。

　一方、「間違っていると思う」の割合は〔⑧外国人の中でも、欧米

人とアジア人とでは対応が変わる〕が69.6％で最も高く、次いで〔②

結婚相手を選ぶときは、家柄などのつりあいを気にする〕（45.9％）、

〔③長男にはほかの子どもとは異なる特別な役割がある〕（43.5％）

の順となっています。

人権についての意識や考え方

男女の役割分担についての考え

Ⅰ 調査の概要調査の概要

Ⅱ 調査結果調査結果

回答者の属性

調査の目的

　回答者の年齢は、「60歳以上」

が 38.2％で最も多く、次いで

「50～ 59歳」（18.1％）、

「30～ 39歳」（15.7％）

の順となっています。

20

40

60

80
自由36.0

抑圧6.9

平等75.6無回答1.1

共生12.4格差16.7

友愛
　12.0

尊厳
24.6

自立
15.3

その他
　3.0

わからない
　　1.2

暴力
 5.6

公正
　37.0

差別
　56.1

回答者数
　1,120
（MA％）

男女の役割を決
めずにその家庭
にあった形で行う
　　　　　  60.9

5.0

無回答0.9

回答者数1,120
（単位：％）

わからない0.3
その他0.7

男性は仕事、
女性は家庭に
いるのがよい
　　　  18.5

男女とも働くが、家
事・育児は女性がする

女性が働き、
男性が家事を
するのがよい　0.0

男女とも働き、
家事・育児もと
もに分担する　13.8

　「人権」から連想する言葉は、

「平等」が 75.6％で最も多く、

次いで「差別」（56.1％）、「公

正」（37.0％）、「自由」（36.0％）

の順となっています。

　仕事と家庭に関する男女の役
割分担についての考えをみると、
「男女の役割を決めずに、その家
庭にあった形で行う」が 60.9％
と過半数を占め、以下「男性は仕
事、女性は家庭にいるのがよい」
（18.5％）、「男女とも働き、家事・
育児もともに分担する」（13.8％）
の順で続いています。

　市民の人権に関する意識等を把握し、今後の人権行政を推進していく
うえでの基礎資料を得ることを目的として、昨年11月から12月にか
けて実施しました第３回泉南市民人権意識調査の結果がまとまりました
ので、概要についてお知らせします。
　意識調査報告書及び概要版は、次の市施設で閲覧することができます。
　また、概要版については、配布（数量限定）も行っています。 なお、
報告書の内容は泉南市ウェブサイトにも掲載しています。 

【閲覧・配布場所】 各公民館、あいぴあ泉南、保健センター、文化ホール、図書館、市民体育館、青少年センター、古代史博物館、
人権ふれあいセンター、ひだまり、ファミリー・サポート・センター、市役所情報公開コーナー、人権推進課（水道庁舎１階）
【関連サイト】泉南市ウェブサイト→人権・市民活動　　【問合せ】人権推進課

市民人権意識調査結果の
概要をお知らせします
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市役所の電話番号は、                       
072-483-0001㈹　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/　　　　　　　　　　                                                                    せんなん子育てねっと　http://www.city.sennan.osaka.jp/kosodate/
市役所の電話番号は、                       
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　本校では、全校児童 564 名が、21
の縦割り班（全学年の児童を含む）に
分かれて、日々児童会活動を行ってい
ますので、いくつかご紹介します。
 ●仲良しタイム
  目的は、縦割り班による遊びを通し
て、自分の役割を認識し、異学年で楽
しく遊ぶことができるようにです。
  金曜日の 20分間の休憩時に運動場
で ( 右写真）、毎月 1回年間 8 回、6
年生がリーダーになって、縦割り班で
集団遊びをします。
 ●あいさつ運動
　目的は、①誰に対しても気持ちのよ
いあいさつが交わせる。②朝一番には、

「おはようございます」と、元気よく
あいさつができるようにです。
　年間 2回（前期 5，6月と後期 10，
11月）、あいさつ運動強化週間をもう
け、4年生以上の児童の縦割りグルー
プで、登校してくる児童等にあいさ
つの呼びかけをしています。
 ●球技大会
  児童会で種目を決めて、6月にドッ
ジボール大会を開きました。児童会委
員の進行で、全学年同時に、学年ごと
の学級対抗戦を行いました。優勝した
学級に児童会の表彰状を贈りました。
 ●砂小クリーン大作戦
　目的は、「勤労や奉仕への関心を高

めるとともに、自分たちの住む町への
愛着を深める」ためです。
　夏休み中、8月の全校登校日に、学
校内と校区内の公園等を縦割り班に分
かれて、清掃しました。

　このように本校では、児童の異年齢
交流のために、縦割り班による活動を
大切にした取り組みを進めています。

（№80）

　　　  　　　　　縦割り班による児童会活動　　　砂川小学校

★ファミリー・サポート・センター（☎ 483-9665）
　泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て　

４歳以上は 
土曜おはなしひろばへ！ 
　豊かな言葉で想像の世界が
広がる…。図書館では、そん
な「おはなし」を通して、楽
しい本の魅力を子どもたちに
紹介しています。
【とき】10 月 13 日㈯午後２
時 30分から 30分程度
【ところ】図書館２階視聴覚室
【対象】４歳以上のお子さん
と保護者
【定員】先着 40 名（途中の
出入りは不可）
【参加費】無料（申込み不要） 
【その他】第１・３・４土曜日
午後２時30分から30分程度、
紙芝居ボランティア「拍子木」
による紙芝居があります

おはなしひろば 
ぴよぴよ・てくてく 
　図書館で、赤ちゃんといっ
しょに、絵本やわらべうたを
楽しんでみませんか。
【とき】10 月 5 日㈮、11 月
2 日㈮　①午前 10 時 20 分
から 30分程度（おはなしぴ
よぴよ）　②午前 11 時から
30 分程度（おはなしてくて
く） 
【ところ】図書館１階じゅう
たんコーナー 
【対象】①０、１歳の赤ちゃ
んと保護者　②２、３歳のお
子さんと保護者（対象年齢は
目安です） 
【定員】各回先着 20組程度 
【参加費】無料（申込み不要）

★図書館（☎ 482-7766）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞文化　

ファミリー・サポート・セン
ター　会員募集 
　子育ての手助けをしてほ
しいと思うことはありません
か。子どもを預かってほしい
会員、預かれる会員を募集し
ています。登録料・年会費は
無料で、登録は随時センター
にて受付けています。
【利用会員】3 か月からおお
むね 12歳までの子どものい
る方。「今すぐ利用するかど
うかわからない」という方も
歓迎します
【協力会員】子どもが好きで、
自宅で子どもを預かることが
できる方。年齢・性別・資格
は問いません。活動の前に研
修の受講が必要です。保育施

設等への送迎のみ、昼間、日
曜日など、都合にあわせて活
動できます
【両方会員】利用会員と協力
会員を兼ねることもできます
【利用料】700 円～（１時間）
【保険】援助活動中の事故に
備えてファミリー・サポート・
センター補償保険に加入し、
会員が安心して活動を行える
ように支援します。保険料は
泉南市が負担します

「協力・両方会員の研修会」
　10月 5日㈮から始まりま
す。受講料は無料です。この
機会にぜひご参加ください。
詳しくは当センターまでお問
合せください。 
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保育所の所庭開放
　保育所（園）や幼稚園に通
っていない方、親子で遊びに

きませんか。子育て相談もお
受けしています。お気軽にご
利用ください。

◆3種混合予防接種◆
（ジフテリア・破傷風・百日せき）
【とき】10月 23日㈫午後1
時30分～2時30分
【対象】▽第1期（3種混合）は、
生後3か月～7歳6か月未満
（できるだけ3歳まで）の間に
計4回▼初回接種＝生後3か
月に達したら約4週間隔で3
回▼追加接種＝初回接種の3
回終了後1年～1年半の間に
1回▽第2期（ジフテリア、破
傷風）は、11歳以上13歳未
満（小学6年生）の方に1回
【携行品】母子手帳、筆記用具

◆ＢＣＧ予防接種◆
【とき】10 月 3日㈬、11月
7日㈬午後 2時～ 3時
【対象】生後 3か月～ 6か月
未満の乳児（ツベルクリン反
応検査はありません）

【携行品】母子手帳、筆記用具

◆ポリオ予防接種◆
【とき】10月2日㈫、11日㈭、
11月1日㈭、5日㈪午後1時
30分～2時30分
【対象】生後 3か月～ 7歳 6
か月未満の間に６週間以上の
間隔をあけて２回（なるべく
18 か月までに済ませてくだ
さい）
【携行品】母子手帳、筆記用
具

◆風しん・麻しん予防接種◆
【とき・ところ】随時。市内
指定医療機関へ直接お申込み
ください
【対象】▽第 1 期は、生後
12か月～ 2歳未満に 1回▽
第 2 期は、5 歳～ 7 歳未満
で小学校に入る 1年前から
前日までに 1回

◆4か月児健康診査
　　　・ＢＣＧ予防接種◆
【とき・対象】▽10月3日㈬・
平成 19 年 5 月生▽ 11 月 7
日㈬・平成 19年 6月生▽対
象の方には個別通知します

◆乳児後期健診◆
　4か月児健診時に受診票を
お渡ししますので、かかりつ
けの病・医院でお受けくださ
い。ただし、1歳を超えます

と自己負担となります

◆1歳 6か月児健康診査◆
【とき】10 月 24 日㈬午後 0
時 30分～ 1時 30分
【対象】平成18年3月生▽対
象の方には個別通知します

◆3歳 6か月児健康診査◆
【とき】10 月 10 日㈬午後 0
時 30分～ 1時 10分
【対象】平成16年3月生▽対
象の人には個別通知します

◆ニコニコうさぎ健診◆
(2歳 6か月児歯科健診
・親子教室 )
【とき】10 月 25 日㈭午後 0
時 45分～ 1時 45分
【対象】平成17年3月生▽対
象の方には個別通知します

◆歯みがき教室◆
【とき】10 月 25 日㈭午後 1
時～ 1時 20分（予約不要）
【対象】平成 17 年 2 月生及
び平成 18年 2月生
【携行品】母子手帳、歯ブラシ、
コップ、お茶、筆記用具

今月の健診

今月の予防接種

★保健センター（☎ 482-7615　FAX485-1621）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞健康　

◆リトルまま教室 (両親教室 )◆
【とき】10 月 12 日㈮、15
日㈪、22日㈪ ､29 日㈪午後
1時～ 4日間 1コース
【対象】妊婦とその家族
【定員】15 組（要予約）
【内容】助産師講義、マタニ
ティ体操、手作りおもちゃ、
個別相談 (保育、栄養、歯 )、
沐浴実習。なるべく5か月以
降の安定期にご参加ください

◆離乳食講習会◆
　離乳食の講義と実演、リト
ルまま教室の妊婦との交流も
あります。
【とき】10 月 29日㈪午後 1
時 15分～ 3時 10分
【対象】離乳期の乳児を持つ

保護者
【定員】20 組 ( 要予約 )
【携行品】母子手帳、筆記用具

◆ぴよぴよサロン (育児相談 ) ◆
【とき】10 月 26 日㈮午後１
時 30分～３時
【対象】乳幼児と保護者
【内容】育児相談、身体計測

◆リトルままサロン◆
【とき】10 月 26 日㈮午後１
時 30分～３時
【対象】妊婦とその家族、生後
6か月未満の乳児とその保護者
【内容】妊産婦同士の情報交
換、赤ちゃんの身体計測、育
児相談
【定員】20 組 ( 要予約 )
【携行品】母子手帳、筆記用具

教室・サロン

★保育所（問合せ　子育て支援課　☎ 483-0001）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て　

保育所名 開放日 開放時間
信達保育所　☎ 483-4642 10/2 ㈫、11/6 ㈫ 10：00

～ 11：30樽井保育所　☎ 482-0074 10/2 ㈫、11/6 ㈫
浜保育所　　☎ 484-2660 10/16㈫、11/20㈫
ちびっ子広場　☎ 484-3371
（鳴滝第一保育所及び第二保育所内）

10/9 ㈫、23㈫
11/13 ㈫、27㈫

ココアンジュ新家　
　　　　　　☎ 484-0190

10/4 ㈭、18㈭
11/1 ㈭、15㈭

13：30
～ 15：00

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。
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　子育て支援センター『ひ
だまり』では、次のとお
り子育て講座を開催しま
す。
　簡単な体験を通して、
親子で楽しいひと時を過
ごしませんか！お父さん
と子どもだけの参加も大
丈夫です。 
【とき】11 月 10日㈯午前
10時～ 11時 30分 
【ところ】一岡神社（雨天
の場合　古代史博物館） 
【テーマ】「子ども心を思
い出そう」 

【内容】竹を使った物づく
りと遊び体験 
【講師】泉南みずなす会の
みなさん 
【対象】就学前の子どもと
その保護者 
【定員】30組（申込順) 
【一時保育】一時保育はあ
りません。親子で一緒にお
楽しみください
【参加費】無料 
【申込み・問合せ】10 月
5 日㈮～ 31 日㈬までにお
電話で子育て支援センター
『ひだまり』へ

★子育て支援センター『ひだまり』（☎ 484-3371）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て　

ひだまりの「出前保育」 
　子育て支援センター『ひだまり』のスタッフが出前で
遊びの場を提供します。親子で参加し、楽しく遊びまし
ょう！
とき ところ 内容

10/12 ㈮ りんくう南浜公園（岡田）
駐車場なし・雨天中止

歌・手遊び・
ふれあい遊
び・大型絵本・
体操・親子の
遊び等

牧野公園（信達幼稚園前）
駐車場なし・雨天中止

10/19 ㈮ 種河神社（新家）
駐車場なし・雨天中止
男神社（男里）
駐車場なし・雨天中止

時間はいずれも午前 10時～ 11時 30分
【対象】就学前の子どもとその保護者
【その他】▽申込み不要 ▽お茶以外飲食不可▽お茶、着
替え、敷物は各自持参 ▽午前 8時 30分現在、泉州地域
に暴風警報が発令されている場合は中止

のびっ子教室 ( ２歳児向け )
に参加しませんか
　子どもの年齢に合わせた遊
びを楽しみながら親子で友達
づくりをしませんか。 
【とき】10 月 24 日～ 12 月
5日までの毎週水曜日（全 7
回 )　時間はすべて午前 9時
30分～ 11時 
【ところ】子育て支援センタ
ー『ひだまり』 
【対象】平成 16 年 4 月 2 日
～平成 17 年 4 月 1 日生ま
れの子どもとその保護者 
【内容】ふれあい遊び・リト
ミック・散歩・楽器で遊ぼう・
新聞で遊ぼう・保護者の交流・
絵本の読み聞かせ･おやつの

時間など 
【参加費】500 円程度 ( おや
つ代、遊びの材料費等 ) 
【定員】15 組程度 ( 多数の場
合は抽選 ) 
【その他】きょうだい保育は
問合せください 
【申込み】10 月 17 日㈬まで
にお電話で子育て支援センタ
ー『ひだまり』へ

「さん・さん広場」で
遊ぼう！ 
　親子での遊び、友達どうし
の遊びを楽しみましょう！ 
【とき】10 月 26 日㈮午前
10時～ 11時 30分 
【ところ】りんくう体育館

【対象】平成 15 年 4 月 2
日～平成 16 年 4 月 1 日生
まれの子どもとその保護者
（きょうだいの参加可能） 
【内容】運動遊具を使っての
遊び・集団・ふれあい遊び等 

【その他】▽申込み不要 ▽お
茶以外飲食不可 ▽上ぐつ（親
子）、着替え、お茶等は各自
持参 ▽午前 8時 30分現在、
泉州地域に暴風警報が発令さ
れている場合は中止

   子育て講座
竹を使った物づくりと遊び体験

出前保育　
「運動会ごっこを楽しもう！」 
【とき】10 月 5日㈮午前 10
時～ 11時 30分 
【ところ】市民体育館（駐車
場有　雨天実施 ) 
【対象】就学前の子どもとそ
の保護者 
【内容】歌、手遊び、ペープ

サート、運動会ごっこ等 
【その他】▽開始時間までに
集まりましょう▽お茶以外は
飲食できません▽お茶、着替
え、上靴（親子）は各自ご持
参ください▽動きやすい服装
でお越しください▽ 午前 8
時 30分現在、泉州地域に暴
風警報が発令されている場合
は中止します

6 月 27 日に行われた出前

保育。

親子で楽しいひとときを過

ごしました。
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ちびっこずもう泉南場所
参加者を募集 
【とき】11 月 4 日㈰午前９
時～午後４時
【ところ】市民体育館
【対象】市内在住の小学１年
～６年生の男女および泉南市
スポーツ少年団加入者
【競技方法】学年、男女別個
人戦（トーナメント方式）
【参加費】無料
【その他】▽表彰は優勝、準優
勝、３位で全員に参加賞あり
▽競技中に発生したけが等に
ついては、応急処置のほか一

切の責任を負いません▽昼食
は各自ご用意ください▽上靴
（保護者・応援の方も含む）を
各自ご持参ください▽子ども
の行き帰り等の安全について
は各ご家庭でご配慮ください
【申込み】10 月 12日㈮まで
に、参加申込用紙に必要事項
を記入の上、市内各小学校ま
たは生涯学習課へ

★生涯学習課（☎ 483-0001）
　

ドングリコマまわし大会
参加団体を募集 
　泉南市 ABC 委員会では、
第８回ドングリコマまわし大
会を開催します。 
【とき】10 月 27 日㈯午後１

時 30分～３時 30分 
【ところ】信達小学校体育館 
【内容】ドングリコマまわし
のタイム競技 
【募集部門】ジュニアの部（小
学校３年生以下・幼）、シニ
アの部 ( 小学校４年生以上・
大人 ) 
【定員】20 組 ( 各部門５人１
組 ) 応募団体多数の場合は抽
選 

親と子の
基礎体力づくり教室
【とき】10 月 27 日、11 月
10 日、17 日、12 月 1 日、
8 日、15 日、22 日の土曜
日。時間はすべて午前 11時
～ 12時
【ところ】市民体育館
【内容】球技（バドミントン・
ソフトテニス等）・マット・
鉄棒・縄跳び・ニュースポー
ツ等、楽しみながらの基礎体
力づくり
【対象】3 歳～小学 2年生ま

での子どもと保護者（申込順
30組）
【参加費】親子（大人１人と
子ども１人）で 2,500 円（対
象の子どもが１人増えるごと
に 1,250 円追加）
【主催】泉南市体育指導委員
協議会
【申込み・問合せ】10 月 6
日㈯～ 14 日㈰（月曜午後、
火曜日は休館）に市民体育館
設置の申込用紙に必要事項を
記入の上、参加費を添えて市
民体育館へ

★市民体育館（☎ 482-1000）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞スポーツ　

第６回
フェスタしんだちのワッ！
【とき】11 月３日㈷午前 10
時～午後３時
【ところ】信達中学校
【目的】学校・家庭・地域の
連携・地域全体で子育て
【内容】もぎ店、体験ふれあ
いコーナー、ステージ発表、

フリーマーケット等
【その他】▽駐車場は砂川高
校、駐輪場は信達中学校です
▽出店、発表募集中です（10
月 15日㈪締切）
【問合せ】信達中学校区フェ
スタ実行委員会事務局（信達
中学校内）  ☎ 484-1200

東小学校
小規模特認校児童募集
　教育委員会では、平成 19年
度から東小学校を小規模特認
校に指定しています。
【小規模特認校とは】当該校の
特色ある教育環境の中で、子ど
もを学ばせたい、学びたいとい
う保護者や児童に、一定の条件
のもと通学区域内の指定校を
変更し特別に東小学校への入
学・転学を認めるものです
【就学条件】保護者は、次の条

件をすべて満たしていること
が必要です
①泉南市内に住所を有し、泉南
市立小学校に就学している者
または就学を予定する者の保
護者②保護者は、自らの責任と
負担において当該の児童を通
学させる③保護者は、当該校の
教育活動などについて理解し
協力ができる④その他、教育委
員会ならびに当該校の指示に
従う
【東小学校の特色】恵まれた自
然環境の中で培われた歴史と
伝統を体験を通して実感させ
るとともに、知・徳・体の調和
の取れた自主性・創造性に富む
心豊かな児童を育成していま

す。小規模校（平成 19年度児
童数 49名）のため、体験学習
や自然を教材にした様々な取
り組みをしています。また、隣
接する東幼稚園や地域との交
流もさかんです。進んで学び進
んで考える子、心豊かで思いや
りのある子、健康でたくましい
子の育成に力を注いでいます
【学校見学会・説明会】
11 月 17 日㈯午前９時～ 12
時、東小学校（泉南市信達金熊
寺 553☎ 482-3500）にて
【申込み】11 月 12 日㈪～ 12
月７日㈮の間に「入学・転学申
込書」を学務課へ（土日祝日を
除く執務時間内）
【面談】12 月 15 日㈯、16日㈰

申込んだ保護者、児童は必ず
面談を受けていただきます（な
お、この小規模特認校の指定は
小学校のみで行い、中学校は通
学区域で指定した学校に入学
していただきます）
【その他】「東小学校小規模特認
校児童募集要項」及び「入学・
転学申込書」は学務課または東
小学校に設置
【問合せ】学務課

【申込み】参加希望団体
(PTA・自治会・友人同士・
親子等 ) は 10 月 22 日㈪ま

でに、生涯学習課、各公民館
備え付けの所定の用紙で生涯
学習課へ
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　テレビや新聞の報道で、児童虐待により子どもの尊い
命が失われるなどの深刻な事件が、連日のように報じら
れています。児童虐待防止対策は社会全体として取り組
むべき課題であり、児童虐待により子どもが命を落とす
ことの無い社会をめざし、泉南市は平成 18年に要保護
児童対策地域協議会（あゆみネット）を発足し、児童虐
待の発生予防、早期発見・早期対応、保護支援に向け、
関係機関との連携をはかっています。 
　子育て真っ最中で、子育ての悩みを一人で抱え込んで
しまう親を支えること、子どもの虐待に気づき防ぐこと、
地域の中で共に暮らす私たちにできることは、何なので
しょうか。 「おせっかいだと思われる？」「プライバシー
の侵害かな？」と迷うこともあります。でも、子どもの
命を守る、子どもの人権を守ることを第一に、今私たち
にできることは何かを一緒に考えませんか。 
【とき】11 月 13日㈫午後 2時 45分～ 5時
【ところ】あいぴあ泉南 1階大会議室
【テーマ】「子どもの虐待防止。まもろう命・
              まもろう未来！」～親と地域の協同子育て～
【講師】西

にしざわ
澤　哲

さとる
さん（山梨県立大学）元大阪大学大学

院人間科学研究科助教授。現在山梨県立人間福祉学部　
福祉コミュニティ学科教授。虐待を受けた子どもの心理
的ケア、及び虐待傾向のある保護者への介入。全国の児
童養護施設や市民向けの研修・講演と幅広く活躍 
【参加費】無料
【申込み・問合せ】10 月 28 日㈮までに教育委員会、子
育て支援課、子育て支援センター、各公民館設置の案内・
申込用紙を子ども支援センターへ（☎ 482-4168）

不妊にまつわる
悩みの相談 
　ドーンセンター ( 府立女性
総合センター ) では、不妊に
関する疑問や不妊にまつわる
様々な悩みなどについて、女
性の医師・助産師などの専門
の相談員が電話、面接による

相談を行っています。 
【電話相談】毎週水曜日の午
前 10時～午後 4時。毎月第
1水曜日は午後 1時～ 8時
( ☎ 06-6910-8655) 
【面接相談】毎月第 1土曜日
の午後 1時～ 4 時 ( 要予約 ) 
【申込み・問合せ】ドーンセ
ンター（☎ 06-6944-8242）

大阪府特定不妊治療費助成事
業の内容変更のお知らせ 
　大阪府においては、高額な
不妊治療費の負担に悩む方々
に一定の条件のもとに体外受
精・顕微受精の特定不妊治療
助成を行います。
　平成 19年度からは助成対

象者のうち「夫婦合算した
前年の所得が 730万円未満」
に引き上げられました。
　また、助成内容も「1年度
あたり治療 1回につき 10万
円を限度に、2回まで通算 5
年間」となりました。
【問合せ】大阪府泉佐野保健
所（☎ 072-462-7701)

　大阪府子ども家庭センター
では、子どもたちを明るく健
やかに育てていただける里親
家庭を求めています。
　私たちの身近にはさまざま
な事情で、家庭を離れて生活
をしなければならない子ども
たちがいます。そのような子
どもたちを引き取って、深い
愛情と理解を持って育ててく
ださる方を里親といいます。
　里親には、事情があって家
庭で養育できない子どもを一
定期間あるいは養子を前提と
して預かってくださる養育里

親、施設に入所している子ど
もを週末や夏休みに家庭に迎
えていただく短期里親、親が
死亡等の理由で養育する人が
いない子どもを三親等内の親
族で養育していただく親族里
親、虐待等で心身ともに傷つ
いた子どもを専門的な知識を
生かして養育していただく専
門里親があります。
　里親になっていただくに
は、手続きが必要です。
【問合せ】大阪府岸和田子ど
も家庭センター　岸和田市宮
前町 7-30（☎ 445-3977）

　里親制度を広めるため、府
民を対象に里親シンポジウム
を開催します。
【とき】10 月 20 日㈯午後 1
時 30分～ 4時 30分
【ところ】大阪市阿倍野区民

センター小ホール ( 地下鉄谷
町線・阪堺電車上町線阿倍野
駅下車２分 )
【内容】里親子の体験発表等
【費用】無料
【保育】１歳～就学前先着 20
名 ( 要予約 )
【主催】大阪府・大阪里親連
合会
【申込み・問合せ】大阪府中
央子ども家庭センター
（☎ 072-828-0161）

まもろう命・まもろう未来 　子どもの虐待防止 あなたも里親に  里親家庭を求めています

里親シンポジウム
あなたの家庭を
もとめています
～里親子からのメッセージ』
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たのしく
からだをうごかそう
　音にあわせて、ダンスのよ
うに楽しく体を動かすプログ
ラムです。リラックスして自
分を楽しく表現してみません
か？
【とき】11 月 17 日㈯午前
11時～ 12時
【対象・定員】小学生（小学
部）、中学生（中学部）、高等
部の障害のある子どもと保護
者 15名（多数抽選）
【講師】真

まなべ
鍋千

ちあ き
晶さん

【参加費】無料
【その他】参加については、
お子様だけでも結構です。ま
た、親子で参加していただい
てもかまいません
【申込み】11 月 7 日㈬の午
後５時（必着）までに往復ハ
ガキまたは、Eメールで、「た
のしくからだをうごかそう」
参加希望、参加者・保護者氏
名（ふりがな）、住所、電話
番号、学校名、学年を記入の
上、青少年センターへ

パソコン教室
～ゲームとクラフト～
【とき】10 月 24 日～ 11 月
14 日の毎週水曜日 ( 全４回
) 午後４時～５時 30分
【内容】パソコンでできるゲ
ームとクラフト
【対象】市内の小学１年生～
4年生
【定員】20 名 ( 多数の場合抽
選 )
【参加費】100 円 ( 材料費 )

【申込み・問合せ】10 月 15
日㈪ ( 必着 ) までに往復ハガ
キまたは、Eメールで、パソ
コン教室参加希望、参加者・
保護者氏名 ( ふりがな )、住
所、電話番号、学校名、学年
を記入の上、青少年センター
へ

子ども映画祭
映画「マダガスカル」
【とき】11 月 17 日㈯午後１
時開場、１時 30分上映
【ところ】一丘小学校体育館
【内容】映画「マダガスカル」
【対象】市内の小・中学生及
び保護者と幼児
【定員】200 名程度
【参加費】無料
【申込み】当日会場で受付を
行ってください

演劇鑑賞会
「卵をとるのはだあれ？」
【とき】10 月 27 日㈯午後１
時 30分開場、２時開演
【ところ】文化ホール（開演
後の入場は不可）
【内容】「卵をとるのはだあ
れ？」（劇団キオ）
【対象・定員】市内の小学生
と保護者 500名（申込順）
【入場料】無料（ただし入場
整理券が必要）
【その他】入場整理券は 10
月３日㈬から、青少年センタ
ー、教育委員会学務課、文化
ホール、公民館で配布します
（配布は各施設の開館時間内
のみ）

こころホットラインをご利用
ください
　子育て等に関する様々な思
いや悩みをご相談ください。
【とき】毎週水曜日午前９時
30分～ 12時
【費用】無料
【その他】秘密は厳守します
【申込み・問合せ】電話か E
メールで青少年センターへ

友達、家族で
卓球を楽しみませんか
　友達や親子で卓球を楽しみ
ませんか。
【とき】毎週金曜日・土曜日
▽金曜日は午後５時～７時
（第２・４金曜日は、卓球教
室を開催）▽土曜日は午前９
時 30 分～ 11 時 30 分（た
だし、10 月 20 日はありま
せん。）
【対象・定員】市内の小・中

学生とその保護者 20名（卓
球教室は 15歳以上の青少年
も可）
【費用】無料
【申込み・問合せ】電話か E
メールで青少年センターへ

将棋道場で交流しませんか
【とき】毎週土曜日午後１時
30分～３時 30分
【対象・定員】小・中学生と
高齢者の方 20名
【費用】無料
【申込み・問合せ】電話か E
メールで青少年センターへ

自習室を開放します
【とき】毎週土曜日午前 9時
30分～ 11時 30分
【対象】市内の小学生～高校生
【申込み・問合せ】電話か E
メールで青少年センターへ

泉南子どもゆめ活動実行委員会
読み聞かせの会
【とき】① 10月 15日㈪午
後３時 45 分～４時 30 分
② 20日㈯午前 10時～ 10
時 40分
【対象・定員】小学生以下
の子ども 20 名
【内容】①だんごどっこい
しょ、ヘンゼルとグレーテ
ル他②おおきなかぶ、へら
ないいなたば他 
【参加費】無料

泉南子どもゆめ活動実行委員会
読み聞かせ講習会
【とき】10 月 20 日㈯午前
10時 45分～ 12時 30分 
【対象・定員】18 歳以上
の方で、子どもに本などを
読み聞かせたい方 20名
【内容】朗読について
【講師】祝

いわいさこ
迫くみ子さん

【参加費】無料

【両会の申込み・問合せ】
電話かＥメールで青少年セ
ンターへ

〒590-0521
樽井八丁目13番18号
FAX：482-5425
e-mail：seishonen-center@city.sennan.lg.jp
青少年センターの行事にＥメールでお申し込みの方には、２，３日中
に確認メールをお届けします。届かない場合は、青少年センターへ
ご連絡ください。
【ところ】の記載のないものは全て青少年センターで行います

★青少年センター（☎ 484-3500）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞青少年　

鷹の渡りって何？
　泉南子どもゆめ活動実行
委員会では、私たちの野鳥
観察会を毎月開催します。
野鳥の観察を通して、身近
な自然を体感し、その大切
さを学びませんか。
【とき】10 月 13 日㈯午前

９時～ 12 時（現地集合の
方は９時 30分）
【ところ】青少年の森
【集合】青少年センター
【対象】小・中学生
【定員】15 名
【申込み・問合せ】電話か E
メールで青少年センターへ



24

◆「ふるさと歴史紀行」楽しみにしています。( 岡田 34歳

女性 ) ◆やぐらのこまの座敷机。いろいろな使い道があるの

にびっくり。（六尾82歳女性）◆やぐらの車輪をテーブル

に…。粋な再利用ですばらしいなあと関心です。これからも

いろいろな情報をよろしくお願いします。（岡田32歳女性）

◆「せんなんのたからもの」泉南に30年住んでいるのに知

らないこといっぱいです。毎回読ませていただき楽しんでい

ます。（幡代57歳女性）◆やぐらのこまの座敷机は変わっ

ていて楽しく読ませていただきました。（樽井54歳女性）

■市民行政協働による市内資源発見活用を目的にスタートし

た「せんなんのたからもの」は、現在も応募受付中です。「こ

んな物でもたからものになるの？」などお気軽に古代史博物

館（☎483-6789）にお問い合わせください。なお、10

月 9日㈫から「せんなんのたからもの展」（詳しくは13ペ

ージ）も開催しています。（情報管理課）◆読者プレゼント

もっともっと続けてほしいです。（岡田 61歳女性・市場

38歳女性）◆読者プレゼントが出来たのは知っていました

が、毎日が結構忙しく応募は出来ていませんでしたが、今回

初参加させて頂きました。（牧野30歳女性）◆こんな嬉し

い企画もあったのですね。（市場59歳女性）

■読者プレゼントは、最低でも平成20年度末までは継続し

ていく予定です。応募の際は必ずご意見（ないものは抽選か

ら除いています）をお書き添えいただきますようお願いしま

す。また、応募数がプレゼント内容により大きく変動します。

人気賞品はそれだけ高倍率に…（情報管理課）

寄せ植えと花苗の店

すみれの森

オリジナル寄せ植え

　購入後も美しさが持続し
育ちが良くなるよう、仕入
れた花苗は一つ一つの状態
を見て肥料や活力剤を与え
る手の入れよう。花の好み
や彩りの希望、飾る場所など様々なお客さんの希望を聞
いた上で作る季節の花の寄せ植えは、まさに自慢の逸品。
今回は、オリジナル寄せ植え（2,000円相当。季節の花
を使用するため、内容は写真とは異なります）をすみれ
の森様（☎485-0888）のご提供により3名様にプレ
ゼントします。

応募方法
　郵便番号、住所、氏名、年齢（学年）、性別、職業、電
話番号を明記し、ハガキ、ＦＡＸまたはＥメールで、今
月号の感想や市政へのご意見、プレゼントへのご意見、
身近な話題などを必ずお書き添えください。ご意見など
は、市民のひろばでご紹介することがあります。当選者
には、提供店より直接ご連絡または賞品の発送をさせて
いただきます。

応募先
〒590-0592　住所不要　「広報せんなん10月号プレ
ゼント係」へ　FAX:483-0325
e-mail:jyoukan@city.sennan.lg.jp（タイトルに「広報
せんなん10月号プレゼント係」と必ず明記してください）
【問合せ】情報管理課

応募の際ご提供いただいた個人情報は、泉南市個人情報保護条例に
基づき、当選者への賞品受け渡しのためにプレゼント提供店に提供
される以外には利用いたしません。

●読者プレゼント！ 3名様
に

現代社会では穏やかにまぶたを閉じる時間も必要

　青少年ヨガ入門講座が4回にわたって青少年センターで行わ

れました。初心者を対象としたこの講座に32名が応募。若返

りや病気の予防など効果は様々ですが、年齢にあわせて無理せ

ず心身のリフレッシュを行うのがヨガの特徴です。１時間半の

内容でしたが汗びっしょりという訳ではなく、呼吸法を重視し

て色々な体位をとり、ゆっくりと瞑想するシーンもありました。

そして、同じような体勢を繰り返し行うことで、講座の後半には、

たくさんの方が美しいフォームを保つことができるようになっ

ていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（8月21日）

●●●市民のひろば●●●

応募締め切り
10月18日㈭　必着

広告掲載枠です。
内容については今月号
広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については今月号
広報せんなんをご覧ください。
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消防署で職業体験

　8月 9日、10日の 2日間、仕事の大切さや働くことの喜び、

厳しさを身をもって体験するため、さらには将来の自分の進路を

考える足掛かりとするといった目的で一丘中学2年生の生徒2名

が泉南消防署で職業体験実習を行いました。

　生徒達は消防無線試験、はしご車やタンク車などの消防車両の

点検、放水訓練、救助訓練や応急手当などに参加し、実際には出

動はしませんが救急出動や火災出動訓練を間近に見ることができ、

普段経験することのできない消防士としての様々な体験をしまし

た。

参加のしやすさも魅力　おはなしひろばぴよぴよ・てくてく

　毎月第１金曜日おはなしひろば（参加費、申込み不要）ぴよ

ぴよ（0、1歳児）・てくてく（2、3歳児）が図書館で行われ

ています。図書館司書が｢本を読んで聞かせる｣というよりは、

子どもとのコミュニケーション手段の1つとして、対象年齢

に応じた絵本や、親子でスキンシップを楽しめるわらべ歌を紹

介しています。当日たまたま図書館に立ち寄って参加したとい

う方もいて、集まった子ども達はお母さんの膝の上で、穏やか

な表情を浮かべ、まさに絵本の世界に引き込まれている様子で

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9月7日）

　がんばれ！未来のお母さん、お父さん　

　2か月に１度、保健センターで安定期を迎えた妊婦とその家族を

対象に行われているリトルまま教室。この日は、新生児の健康や育

児についての講座と沐浴実習が行われ、5組のご夫婦をはじめ19

名の方が参加されました。約3㎏の人形の赤ちゃんを入浴させる沐

浴実習では、ほとんどの参加者が初体験とあって、赤ちゃんの重さ

にびっくり、わずか10分の入浴がいかに大変かを実感した様子で

した。このような経験を経て、ゆっくりと確実に母親、父親の階段を昇

っていってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　（8月20日）

まちかどスナップネット版もごらんください。
泉南市ウェブサイト＞
広報公聴・情報公開＞まちかどスナップネット版
http://www.city.sennan.osaka.jp/
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情報ボックス
Information BOX 

市役所の電話番号は、
072-483-0001 ㈹

直接、泉南市社会福祉協議会へ（あい
ぴあ泉南内）（☎ 482-1027）

泉南市レクリエーション協会所属泉南
市社交ダンス協会社交ダンスパーティ
【とき】10 月 21日㈰午後６時～８時
45分 
【ところ】市民体育館 
【参加料】1,000 円 
【その他】当日上履靴（ダンスシューズ）
を持参、女性の方はヒールカバーを着
用してください
【問合せ】西

せいがん
願
（携帯 090-3923-2235）

泉南市茶花道連盟当番釜
（泉南市文化協会） お茶会
　昨年、伝統文化子ども茶道教室を終
えた小学生達がお待ちしております。
【とき】11 月４日㈰午前 10時～午後
３時 
【ところ】新家中村老人集会場（駐車
場中村児童公園） 
【会費】500 円（当日徴収） 
【申込み】不要 
【当番・連絡先】池

いけだ よ し こ
田佳子社中一同
（☎ 484-1525） 

【問合せ】生涯学習課

食廃油から石鹸づくり体験
　環境と身体にやさしい石鹸（アロエ
と米ぬか入り）が家庭でつくれます。
【とき】10 月 27 日㈯午後１時 30分
～３時 30分 
【ところ】信達小学校体育館 

【主催】泉南市ABC委員会
【参加費・申込み】不要 
【問合せ】生涯学習課

おもちゃの病院と
絵手紙とフラワー飾りの展示同時開催
①おもちゃの病院 
【とき】11 月 10 日㈯、11 日㈰時間
は午前 10時～午後３時（午前 10時
からイオンホールで先着 100 名まで
受付け整理券配布） 
【ところ】イオンホール（イオンモー
ルりんくう泉南２階） 
【内容】こわれたおもちゃを修理しま
す。（無料）ただし材料費は実費です 
【注意】電子ゲーム機など、修理でき
ない場合もあります
【その他】おもちゃの病院は毎月第４
土曜日、午前 10時～午後３時まで樽

井区民センター２階で定例開院中。詳
しくは寺田へ（☎ 484-1233）
②絵手紙作品（小学生作品含む）と
フラワー飾りの展示 
【とき】11 月 10 日㈯、11 日㈰時間
は午前 10時～午後 5時 
【ところ】イオンホール（イオンモー
ルりんくう泉南２階） 
【入場料】無料 
【主催】泉南市ＡＢＣ委員会  
【問合せ】生涯学習課

襖・障子張替講習会 
【とき】10 月 22 日㈪～ 26日㈮の５
日間 
【ところ】泉南市シルバー人材センタ
ー及び樽井区民センター 
【対象】大阪府内在住で 60 歳代の就
業意欲のある方 
【定員】７名（多数の場合は抽選）
【費用】無料 
【募集期間】10 月 10日㈬～ 17日㈬ 
【申込み・問合せ】社団法人泉南市シル
バー人材センターへ（☎ 483-8661）

大阪府行政書士会泉州支部無料相談会
【とき】10 月７日㈰午前 10時～午後
４時
【ところ】阪南市サラダホール
【相談内容】相続・遺言、各種許認可、
各種法人設立、交通事故、契約書等
【問合せ】大阪府行政書士会泉州支部

（☎ 429-5011）

ガーデニング講習会 

　泉南市ＡＢＣ委員会では、次のとお
りガーデニング講習会を開催します。
【とき】11 月３日㈷▽午前の部：午
前 10 時、▽午後の部：午後１時 30
分の 2部制（雨天実施）
【ところ】ブレスガーデン（JR砂川駅
下り約 600m）
【対象】泉南市在住、在勤の方
【内容】秋の草花による寄せ植え
【費用】1,000 円（当日徴収）
【定員】各 30名（多数の場合は抽選）

【その他】▽当日、返信ハガキを持参
ください（参加証となります）▽同伴
参加は自由ですが、材料を用いての講
習を受講できる方は参加証をお持ちの
方のみ▽一時保育はありません▽欠席
される場合の材料のみの持ち帰りはで
きません
【申込み・問合せ】10 月 15日㈪（必着）
までに、往復ハガキで住所、氏名、電
話番号、ガーデニング講習会午前の部
または午後の部受講希望と明記の上、
〒 590-0592（住所不要）泉南市施
設管理課へ

映画「裁判員」上映会
　平成 21年からスタートする裁判員
裁判を描いた映画「裁判員」の上映会。
【とき】11 月 10 日㈯午後１時 30分
～４時
【ところ】泉佐野商工会議所・さくら
ホール（南海線「泉佐野駅」から徒歩
８分）
【定員】100 名（申込順）
【入場料】無料
【出演】村上弘明、小林綾子、前田愛
ほか
【その他】現役の裁判官による裁判員
制度の解説あり
【申込み・問合せ】電話で大阪地方裁

判所総務課へ（☎ 06-6363-1281 内
線 4125）

無料調停相談会
　民事上の争いごとを話し合いで解決
する調停制度。その手続きについて調
停委員が相談に応じます。
【とき】10 月 10 日㈬午前 10時～午
後３時
【ところ】泉佐野センタービル２階ウ
エルカムホール
【主催】佐野調停協和会
【申込み】不要
【問合せ】佐野簡易裁判所

（☎ 462-0676）
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「りんくうタコカーニバル５」

　地元で獲れた「泉ダコ」を PRする
ため今年もタコカーニバルが開催され
ます。たこ焼きや、たこ飯で味わって
みませんか。 
【とき】11 月４日㈰午前 10時～午後
３時（雨天実施・荒天中止） 
【ところ】泉佐野食品コンビナート南
側 
【主催】りんくう５協（北中通、泉佐野、
田尻、岡田浦、樽井漁業協同組合） 
【問合せ】北中通漁業協同組合

（☎ 464-3637）

紀泉わいわい村収穫感謝祭
【とき】11 月３日㈷午前 10時～午後
４時（雨天中止） 
【ところ】紀泉わいわい村
【入場料】無料
【予定プログラム】▽産地販売お買い
得市！ 里山マーケット▽里山コンサ
ート▽大釜とれたて芋煮鍋（数に限り
があり）▽わいわい村産もち米餅つき
▽わいわい村名物のスローフードをつ
くろう（手打ちそば体験・青空バウム
クーヘン・石窯ピザ等）▽農作業と収
穫体験▽里山自然あそび
【問合せ】里山の自然学校「紀泉わい
わい村」（☎ 485-0661）

第27回砂川センターまつり
　市民の皆さんと当センター利用者と
のふれあい・交流を深めるために開催
します。
【とき】10 月 21 日㈰午前 10時～午
後３時（雨天実施）
【ところ】砂川厚生福祉センター小運
動場
【内容】アトラクション、もぎ店、バ
ザー等
【問合せ】砂川厚生福祉センターあた
ご寮（☎ 482-2881）

第20回関西矯正展
【とき】11 月 10 日㈯、11 日㈰午前
10 時～午後４時（11 日は午後３時
まで）
【ところ】大阪刑務所（堺市田出井町）
【内容】▽所内見学▽矯正活動紹介▽
刑務所作業製品の展示即売▽性格検査
の体験コーナー▽ボランティアによる
各種イベント他
【入場料】無料
【問合せ】大阪刑務所作業部門

（☎ 072-238-8265）

泉南市社会福祉協議会ハイキング
【とき】11 月 12 日㈪（雨天時は 19
日㈪に延期）
【集合】午前９時南海線孝子駅
【解散】午後３時頃南海線紀ノ川駅
【コース】孝子駅～逢

あいがえり
帰ダム～札

ふだたてやま
立山

～平井峠～紀ノ川駅
【対象】市内在住の 60 歳以上で完歩
可能な方（13㎞健脚向き）
【定員】30 名（申込順）
【参加費】無料（交通費は各自負担）
【その他】昼食、水筒は各自用意。靴
はハイキング用のもので参加ください
【申込み・問合せ】10 月 22日㈪（土
日祝日は除く）から印鑑を持参のうえ

情報情報

イベントなどの情報ページ

★問合せ　生涯学習課

歴史文化ウオッチング 
大
たいしみち
師道に沿って林

りんしょうじ
昌寺へ 

【集合】10 月 20日㈯午前９時 30分（雨
天中止） 南海樽井駅バス停留所
【解散】午後３時頃 JR和泉砂川駅前 
【コース】樽井駅～根

ねごろかいどうきてんせき
来街道基点蹟～

山
やまのいじんじゃあと
之井神社跡・樽井役場跡～山之井遺

跡～専
せんとくじ
徳寺～仁

に え も ん ざ か
右衛門坂～茅

ちぬじ ん じ ゃ
渟神社～

南
なんせんじ
泉寺～道

どうそしん
祖神 ) ～千

せんたいじぞう
体地蔵～文化ホー

ル～極
ごくらくみつじ
楽密寺～岡中の大

おおくす
樟～林

りんしょうじ
昌寺～

大
おおとりい
鳥居～往

おうじょういん
生院 ) ～ JR 和泉砂川駅 ( 約

８㎞ ) 
【定員】50名（申込順）
【参加費】無料 
【その他】昼食、水筒は各自用意。歩き
やすい服装と靴で参加ください
【主催】泉南市ABC委員会 
【申込み】10 月 12日㈮までにハガキか

ＦＡＸ、Ｅメールで住所、氏名、電話番
号を記入の上、〒 590-0592（住所不
要）泉南市生涯学習課へ（FAX483-7306
／ e-mail:syougai@city.sennan.lg.jp）

山田家住宅登録有形文化財
５周年記念事業 
【とき】10 月 28 日㈰午前 10時～午後
４時 30分 
【ところ】山田家住宅（JR新家駅から徒
歩５分、駅に案内板あり。駅下がり交差
点の旧ドラッグストアの駐車場使用可） 
【内容】第１部／「熊

くまのかいどう
野街道・花

はなかいろう
回廊ス

タンプラリー」（約８㎞コース）JR 和
泉砂川駅（午前 10 時集合・出発）～
林
りんしょうじ
昌寺～長

ちょうけいじ
慶寺～山田家（12 時到着）

参加賞あり、第２部／「記念祭」和太鼓・
フォークソング・餅つき大会（午後１時
30分～４時 30分）、その他／山野草展
（即売あり）、押し花展 

【入場料】無料 （ただし、協力金として
100円を任意でお願いしています） 

第４回 熊
くまのかいどう
野街道ルネッサンス

熊野街道フォーラム
【とき】10 月 27 日㈯午後１時 30分～
４時 15分 
【ところ】新家山田家住宅　 
【内容】第 1 部／語り “熊野信仰と
小
おぐり
栗判

はんがん
官 ) 物語” 安

や す い た だ お
井理夫さん（熊野

本
ほんぐうちょう
宮 町観光協会語り部の会）、第 2部

／わがまちの伝説と民話 “熊野街道を往
く” 南泉州案内人（岸和田～阪南）大集
合、第 3部／マンドリン・コンサート “郷
愁” マンドリンアンサンブルはるか、そ
の他／山野草展（販売あり）、押し花展（体
験あり） 
【参加費・申込み】不要
【駐車場】あり 
【主催】泉南市ABC委員会
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　昭和 10年代に撮影された写真で

す。高倉山付近から大阪湾をのぞむ

風景で、遠くに見える山並みは淡路

島でしょうか。今同じアングルで写

真を撮れば、手前には住宅地がひろ

がり、遠く関西国際空港が見渡せま

す。

　この写真の持ち主は、子どもなが

らにカメラで近所の風景などを撮影

したそうです。現像や焼付けを自分

ですることもあったそうで、「かな

りの枚数の写真を撮影した」とのこ

と。なかでもこの写真は自信作のひ

とつ。自作のパノラマ写真です。「見

晴らしのよい風景を写真にしたい」

と工夫をかさねた結果の作品で、3

枚の写真をかさねて撮影し、ノリで

貼り付けたもの。「よく考えついた

ものだ」と叔父さんたちにほめられ

たことを今でもうれしそうに話して

くれました。

　この写真は、まさに「たからもの」。

このようなアングルでの写真をご応

募いただいたのは初めてで、しかも

パノラマなので当時の景観がよく

わかるからです。写真左には砂川遊

園地の展望台、右には当時地元の人

に「砂山」として親しまれた砂川奇

勝がひろがり、遊園地と奇勝の間の

道沿いには瓦葺の建物が並んでいま

す。

　昔の写真とそれにまつわる思い出

は、当時を知らない人々に驚きや感

動を与えます。8月末まで開催した

「思い出のせんなん写真展」でいた

だいた皆さんのご意見にはこんなも

のがありました。「むかしのことが

よくわかるので続けて欲しい（10

歳代）」や「よそから引っ越してき

たので、今住んでいる場所の昔のこ

とがわかるのはいいこと」など。あ

る方からのご意見にもあるように

「語り部が亡くなっていく中で、写

真が伝えることは重い」のかもしれ

ませんね。

砂川遊園地と砂山（昭和10年代撮影）

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

『せんなんのたからもの』

　ケーブルテレビ J:COM関西のコミ

ュニティチャンネル（アナログ９ch・

デジタル 11ch）では、地域情報を映

像と文字番組でお届けする「わくわく！

りんくう」を放送しています。

　視聴、加入に関するお問い合わ

せは、J:COM カスタマーセンター

（0120-999-000）へ。

＜今月のタイトル＞

こんな取り組みをしています

小規模特認校東小学校

＜放送期間＞

10月 1日～10月 31日

＜番組の内容＞

市内全小学校区から通学できる東小学
校の取り組みを校長先生の解説ととも
に紹介します
＜放送時間＞

1回目　  9:00～ 11:00（泉南市は10:00～）

2回目　14:00～ 16:00（泉南市は15:00～）

3回目　22:00～ 24:00（泉南市は23:00～）

今月の表紙

力作が完成！一生懸命作った紙芝居

　紙芝居ボランティア「拍子木」による

夏休み子ども手作り紙芝居教室があいぴ

あ泉南で行われ、3歳から中学生、30名

の子ども達が紙芝居作りに挑戦しました。

　4日間に渡り行われたこの教室、絵画

と演技それぞれの講師の指導のもと、子

ども達が自分でストーリーを考え、それ

を描いていくというもの。最終日には、

自慢の作品を子ども達一人ひとりが披露

し、　会場内は楽しい紙芝居会場に。子ど

も達に4日間付き添ってきた保護者の方

も我が子の独創性と表現力に驚いている

ようでした。（8月22日）

大豆インクを使用しています 古紙配合率 70％再生紙を使用しています

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。
教育委員会ではみなさんがお持ちの「せんなんのたからもの」を募集しています。
【応募・問合せ】古代史博物館（☎483-6789）

　泉南市の人口・面積
人口 66,050人（＋12人）

男性 32,108人（－9人）

女性 33,942人（＋21人）

世帯数 24,602世帯（＋25世帯）

面積 48.46㎢

8月末現在。（　）内は前月比

お詫び訂正　　　【問合せ】市民課
　先月号掲載 7月末現在の世帯数 24,875 世帯は

24,577世帯の誤りでした。お詫びして訂正します。


	2007年（平成19年）10月表紙
	後期高齢者医療制度が始まります
	Topics新着ニュース
	第５回泉南〝楽〞会
	就業構造基本調査にご協力ください
	第23回泉南市りんくうマラソン大会
	国民健康保険被保険者証の更新時期です
	泉南市の所有地を一般競争入札方式で売却
	泉南市農業公園花咲きファーム〜花だより〜
	子どもの安全・安心車両放送設備と啓発テープ寄贈
	ご寄付いただきありがとうございました
	守られています！あなたのプライバシー
	情報公開制度及び個人情報保護制度平成18年度運用状況

	お知らせInformation
	福祉
	高齢者の方に敬老祝品を贈呈
	高齢者や重度障害者等の在宅配食サービス
	日常生活・緊急時連絡用に福祉電話を貸与
	軽度生活援助事業をご利用ください
	泉南市障害児タイムケア事業利用者／親子で遊ぼう
	障害者スポーツフェスタ

	健康
	高齢者インフルエンザ予防接種
	ヘリカルＣＴによる肺がん検診
	血液サラサラ教室
	日曜日健診（①基本健康診査・②胃がん検診）
	健康に関する相談
	こころの健康講座 「ストレスとうまくつきあう」

	国民年金
	付加保険料を納付しませんか

	生活・環境
	家庭ごみの収集が有料になります
	泉南市ごみ収集手数料取扱協力店募集説明会
	可燃ごみ収集日変更
	ＮＯ!!レジ袋デー〜買い物にはマイバック〜
	コミュニティ助成事業を実施しました
	10月15日㈪〜21日㈰秋の行政相談週間／行政相談所開設
	関空ニュース

	税金
	市税の納期内納付にご協力を
	相談あんない

	商工・労働
	労働保険適用促進月間です
	「阪南・泉南合同就職面接会」参加企業募集

	募集
	任期付短時間勤務職員／介護保険認定調査員募集
	任期付短時間勤務職員／事務職員を募集

	安全・安心
	泉南市・イオン合同防災訓練
	泉南市地域安全パレード
	防災シンポジウム
	全国地域安全運動を実施
	道路上への看板等の設置には許可が必要です
	泉州救命救急センター心肺蘇生法講習会

	文化・スポーツ
	市民体育館今月のご案内（11月10日まで）
	図書館今月のご案内（11月10日まで）
	自動車図書館かしのき号
	｢第21回泉南アートフェスティバル｣出展者募集
	公民館今月のご案内（11月10日まで）
	環境問題実践講座（料理教室）パート４
	２週つづけて公民館まつり
	泉南水彩画グループ展
	第33回泉南美術協会展
	クッキング出前教室
	「せんなんのたからもの展」
	まいぶんクラブ化石であそぼう参加者募集

	その他のお知らせ
	せんなん伝市メール講座　
	税関ではお預かりしている通貨・証券等をお返ししています
	住民基本台帳閲覧者氏名を公表します
	市の広報媒体に広告を掲載しませんか


	シリーズ人権
	人権尊重のまち泉南市をめざす「市民の集い」を開催します
	人権文化講座第Ⅱ部を開催
	人権に関する各種相談のご案内
	「非核平和の集い」を終えて～
	みんなの力で差別のない明るい社会を〜部落差別調査等規制等条例〜
	市民人権意識調査結果の概要をお知らせします
	調査の目的
	調査設計
	回収結果
	回答者の属性
	ふだんの生活意識について
	人権についての意識や考え方
	差別問題や同和問題について
	同和問題や差別をなくすための取り組みについて


	子育て情報局
	3種混合予防接種
	ＢＣＧ予防接種
	ポリオ予防接種
	風しん・麻しん予防接種
	4か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
	乳児後期健診
	1歳6か月児健康診査
	3歳6か月児健康診査
	ニコニコうさぎ健診
	歯みがき教室
	リトルまま教室(両親教室)
	離乳食講習会
	ぴよぴよサロン(育児相談)
	リトルままサロン
	保育所の所庭開放
	４歳以上は土曜おはなしひろばへ！
	おはなしひろばぴよぴよ・てくてく
	ファミリー・サポート・センター　会員募集
	シリーズ：今、学校園は
	ちびっこずもう泉南場所参加者を募集
	ドングリコマまわし大会参加団体を募集
	親と子の基礎体力づくり教室
	第６回フェスタしんだちのワッ！
	東小学校小規模特認校児童募集
	のびっ子教室(２歳児向け)に参加しませんか
	「さん・さん広場」で遊ぼう！
	子育て講座竹を使った物づくりと遊び体験
	ひだまりの「出前保育」
	出前保育　「運動会ごっこを楽しもう！」
	まもろう命・まもろう未来 　子どもの虐待防止
	あなたも里親に 里親家庭を求めています
	里親シンポジウムあなたの家庭をもとめています里親子からのメッセージ
	不妊にまつわる悩みの相談
	大阪府特定不妊治療費助成事業の内容変更のお知らせ

	青少年センター
	たのしくからだをうごかそう
	パソコン教室～ゲームとクラフト～
	子ども映画祭映画「マダガスカル」
	演劇鑑賞会「卵をとるのはだあれ？」
	鷹の渡りって何？
	こころホットラインをご利用ください
	友達、家族で卓球を楽しみませんか
	将棋道場で交流しませんか
	自習室を開放します
	泉南子どもゆめ活動実行委員会読み聞かせの会
	泉南子どもゆめ活動実行委員会読み聞かせ講習会

	まちかどスナップ
	参加のしやすさも魅力　おはなしひろばぴよぴよ・てくてく
	がんばれ！未来のお母さん、お父さん
	消防署で職業体験
	現代社会では穏やかにまぶたを閉じる時間も必要
	読者プレゼント！
	市民のひろば

	情報ボックス
	「りんくうタコカーニバル５」
	紀泉わいわい村収穫感謝祭
	第 27回砂川センターまつり
	第 20回関西矯正展
	泉南市社会福祉協議会ハイキング
	歴史文化ウオッチング大 師道に沿って林昌寺へ
	山田家住宅登録有形文化財周年記念事業
	第４回 熊野街道ルネッサンス熊野街道フォーラム
	泉南市レクリエーション協会所属泉南市社交ダンス協会社交ダンスパーティ
	泉南市茶花道連盟当番釜（泉南市文化協会） お茶会
	食廃油から石鹸づくり体験
	ガーデニング講習会
	映画「裁判員」上映会
	無料調停相談会
	おもちゃの病院と絵手紙とフラワー飾りの展示同時開催
	襖・障子張替講習会
	大阪府行政書士会泉州支部無料相談会

	シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

